
別添資料2-12

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

社会・公民的分野
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。
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巻頭
 持続可能な社会の実現に向けて(巻頭1-2)【C-4開発、C-1

人権、C-3平和、B-1相互依存】

〇 〇 〇 ●

現代日本の社会にはどのような特色が見られるか、伝

統や文化は私たちの生活にどのような影響を与えてい

るか、といった現代日本の特色や現代社会における文

化の意義や影響、文化の継承と創造の意義に関する適

切な問いを設け、それらの課題を追及したり解決した

りする活動をとおして、これから公民で扱う現代の社

会的事象について関心を高め、課題を意欲的に追及す

る態度を養う

P.6-37

第1章 現代社会と私たち

「対立と合意」「効率と公

正」「持続可能性」

・P.34ある市における新しい駐

輪場の設置に関する議論を題材

に、賛成派、反対派、その他の

人々が気持ちよく生活するため

の解決策を、「効率」と「公

正」の観点から提案する

(ｱ) 現代日本の特色として少子高

齢化、情報化、グローバル化など

が見られることを理解する

少子高齢化については、近年の少子化の進行と平均寿

命の伸⾧によってい、我が国の人口構造が変化し、少

子高齢社会・人口減少社会となっていることを理解。

情報化については、高度情報通信ネットワーク社会の

到来により世界中の人々と瞬時にコミュニケーション

をとることが可能になり、様々な情報が公開、発信、

伝達される状況であることを理解。

グローバル化については、大量の資本や人、商品、情

報などが国境を超えて容易に移動できるようになり、

それに伴い国内外に変化が生じていること、各国の相

互依存関係が強まっていること、共存のために相互協

力が必要とされていることを理解。

 グローバル化と日本(P.10-11)【 B-1相互依存】

 多文化共生の広がり、多文化共生のまちづくり（テキス

ト、コラム、写真）(P.22-23)【A-3多文化共生、A-2文化

交流、A-1文化理解、B-1相互依存】

 気候変動枠組条約締結国会議(P.31)【C-2環境】

 オリンピック・パラリンピックと日本のこころ(P.36)【 A-

2文化交流】

〇 〇

●

● ●

〇

● モンゴルで導

入された日本

がモデルの母

子手帳

バッタの駆除

にたずさわる

研究者

理科を教える

青年海外協力

隊

PKO活動への

参加

(ｲ) 現代社会における文化の意義

や影響について理解する

私たちは文化によって初めて豊かな生活を享受できる

ことなど、文化が現代社会を規定する大きな要因であ

ることを理解し、社会生活の様々な場面で文化の影響

が見られることを理解。

(ｱ) 少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが現在と未来の政治、

経済、国際関係に与える影響につ

いて、多面的・多角的に考察し、

表現する

「現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが見られること」の理解をもとに、それら

の知識を活用して考察し、表現できるようにするこ

と。

(ｲ) 文化の継承と創造の意義につ

いて多面的・多角的に考察し、表

現する

「現代社会における文化の意義や影響」の理解をもと

に、それらの知識を活用して考察し、表現できるよう

にすること。

よりよい決定の仕方とは、契約とは、なぜきまりが作

られるのか、といったきまりの意義などに関する理解

を基に考察し課題を追及する活動を通して、概念的な

枠組みの基礎として対立と合意、効率と公正などにつ

いて理解できるようにする。

(ｱ) 現代社会の見方・考え方の基

礎となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

する

「対立」が生じた場合、多様な考え方をもつ人が社会

手段の中で共成り立ちうるように、何らかの決定を行

い「合意」に至る努力がなされていることについて理

解。さらに「合意」がなされるためには、「効率」や

「公正」などの考え方が代表的な判断基準となる。

(ｲ) 人間は本来社会的存在である

ことを基に、個人の尊厳と両性の

本質的平等、契約の重要性やそれ

を守ることの意義及び個人の責任

について理解する

人間は一人で生きているのではなく、様々な社会集団

を形成し、その一員として生活していることを意味

し、人は様々な社会集団㋑おいて協力してよりよい生

活を営む努力をしていることを理解する。
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(ｱ) 社会生活における物事の決定

の仕方、契約を通した個人と社会

との関係、きまりの役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

「現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして

の対立と合意、効率と公正について」や「個人の尊厳

と両性の本質的平等、契約の重要性や守ることの意義

や責任」の理解をもとに、多面的・多角的に考察して

表現する

経済活動の意義について消費生活を中心に学びなが

ら、なぜ市場掲載の仕組みがあるのか、機能、必要

性、個人や企業の経済活動における役割と責任などを

理解し、市場の働きと経済について関心を高める。

P.128-179

第4 章 私たちの暮らしと経済

・P.176コンビニエンスストア

でのお弁当販売

①要望をもとにした商品開発の

方針設計

②方針やターゲット層、社会的

責任を考慮した企画をまとめる

③「効率」や「公正」、「持続

可能性」などの観点から実現可

能性に関していけんこうかんを

する

④上記の議論をもとに、企画書

を完成させ、クラスで発表・意

見交換を行う

・これからの社会で、私たちは

どのように経済にかかわってい

くべきかを考える

ア

 

知

識

の

習

得

B 私たちと経済

(1) 市場の働きと経済

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける

教科書記載事項

A 私たちと現代社会

(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特

色

位置や空間的な広がり、推移や変化など

に着目して、課題を追及したり解決した

りする活動を通して、次の事項を身につ

ける

ア
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識

の

習

得
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A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載

見方・考え方学習指導要領解説学習指導要領 教科書対象範囲

(2) 現代社会を捉える枠組み

対立と合意、効率と公正などに着目し

て、次の事項を身につけることができる

●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つのトピックに何もつかない場合もあれば、複数つく

場合もある）

その他

国際協力・援

助

教材
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
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(ｱ) 身近な消費生活を中心に経済

活動の意義について理解すること

経済活動が一般的に人々が求める財やサービスを生産

し、これらを消費することで生活を成り立たせている

人間の活動であり、経済活動の意義とは、人間の生活

の維持・向上にあり、経済は生活のための手段である

ことを理解。

〇 ●

●

●

●

(ｲ) 市場経済の基本的な考え方に

ついて理解すること。その際、市

場における価格の決まり方や資源

の配分について理解すること。

「個人や企業の経済活動が様々な条件の中で行われて

いることや、市場の取引が貨幣を通して行われている

ことを理解。

(ｳ) 現代の生産や金融などの仕組

みや働きを理解すること

家計と企業の関連に着目しながら、人々が求める財や

サービスを作り出す生産が、家計によって提供される

労働や資源の投入により企業を中心として行われるこ

とを理解。
(ｴ) 勤労の権利と義務、労働組合

の意義及び労働基準法の精神につ

いて理解すること

勤労が国民の権利であり義務であることや職業選択の

自由が保障されていることと関連付けて理解するとと

もに、正しい勤労観や職業観の基礎を培うことが必

要。

(ｱ) 個人や企業の経済活動におけ

る役割と責任について多面的・多

角的に考察し、表現すること

「起業についてふれるとともに、経済活動や起業など

を支える金融の働きについて取り扱うこと」を通して

多面的・多角的に考察し、表現できる。

(ｲ) 社会生活における職業の意義

と役割及び雇用と労働条件の改善

について多面的・多角的に考察

し、表現すること

「仕事と生活の調和という観点から労働保護立法につ

いても触れること」をとおし、多面的・多角的に考察

し、上限できるようにする。

国民の生活と福祉の向上を図ることに向けて、なぜす

べての経済活動を市場の働きだけに任せることができ

ないのか、国や地方自治体の役割、財政や租税の役割

など市場の働きに委ねることが難しい諸問題を理解す

る。

(ｱ) 社会資本の整備、公害の防止

などの環境保全、少子高齢社会に

おける社会保障の充実・安定化、

消費者の保護について、それらの

意義を理解する

社会資本が多くの経済活動を円滑に進めるために必要

な基礎的施設として、間接的に経済の発展に役立つこ

とを理解するとともに、福祉の向上を図るうえで生活

に関連した社会資本の充実が必要であることを理解。

(ｲ) 財政及び租税の意義、国民の

納税の義務について理解する

財政が社会資本の整備や外交、防衛などの公共財の提

供によって、持続可能な社会の形成に資することも念

頭に、人々の生活を保障する国民福祉の観点に立って

行われるべきであることを理解するとともに、国民生

活に大きな影響力をもつ財政を支える租税の意義や税

精度の基礎を理解する。

(ｱ) 市場の働きに委ねることが難

しい諸問題に関して、国や地方公

共団体が果たす役割について多面

的・多角的に考察、構想し、表現

する

社会資本の整備、環境保全、少子高齢化社会における

社会保障の充実・安定化、国や地方自治体に任せたほ

うが効率的な問題、市場の働きだけでは解決が難しい

問題について多面的・多角的に考察、表現する

(ｲ) 財政及び租税の役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

財源の確保と配分という観点から、財政の現状や少子

高齢社会など現代社会の特色を踏まえて財政の持続可

能性と関連付けて考察、表現する

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、政治および法に関する様々な事象を捉える

問題の追及を通し、日本国憲法の基本的な考え方や我

が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていること

の意義について理解する

P.38-75

第2章 個人の尊重と日本国憲法

P.76-127

第3章 現代の民主政治と社会

・P.122自分が市⾧になったつ

もりで、理想のまちの実現に向

けて、「課題」「解決策」「条

例案」のそれぞれのステップ

チャートを埋め、「条例」の案

を作り、議会に提出する

・平和な社会を築くために、私

たちはどのように政治にかかわ

るべきか考える

(ｱ) 人間の尊重についての考え方

を、基本的人権を中心に深め、法

の意義を理解する

民主主義は、個人の尊重あるいは個人の尊厳を基礎と

し、すべての国民の自由と平等が確保されて実現する

ものであることを理解を深める。

〇

〇

● ● 〇

●

● ●

(ｲ) 民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切であ

ることを理解する

民主的な社会における法は国民生活の安定と福祉の向

上を目指し、このような「法に基づく政治」が民主政

治の原理となっていることを理解する。

(ｳ) 日本国憲法が基本的人権の尊

重、国民主権及び平和主義を基本

的原則としていることについて理

解する

「基本的人権の尊重」が日本国憲法の基本的原則と

なっていることについて、基本的人権の理念が、人類

の多年にわたる自由獲得の努力の成果であること、国

の政治や人々の社会生活を具体的に律する有効な指針

であることにより理解する。

(ｴ) 日本国及び日本国民統合の象

徴としての天皇の地位と天皇の国

事に関する行為について理解する

国民主権と関連させながら、天皇が日本国および日本

国民統合の象徴であること、内閣の助言と承認によっ

て行われる天皇の国事行為の特色について理解する。
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(ｱ) 我が国の政治が日本国憲法に

基づいて行われていることの意義

について多面的・多角的に考察

し、表現する

法の意義および法に基づく政治の理解をもとに、日本

国憲法が最高法規であることや、日本国憲法に基づく

政治によって民主的な政治が行われるということを理

解する。
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(2) 国民の生活と政府の役割

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける

ア

 

知

識

の

習

得
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C 私たちと政治

(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原

則

対立と合意、効率と構成、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目して、次

の事項を身につける

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

 平和主義と日本の役割(P.46)【 C-3平和、B-1相互依存】

 在日韓国・朝鮮人への差別の撤廃、在日外国人への理解

(P.51,53)【A-3多文化共生、A-1文化理解】

グローバル社会と人権(P.66-67)【C-1人権】

 「国境なき医師団」に参加した医師(P.67)【B-1相互依

存】

 民泊を利用する海外からの旅行者(P.99)【 A-2文化交流、

A-1文化理解】

日本国憲法が保障する権利を守

るために、私たちはどのように

社会に関わるべきか、「持続可

能性」、「効率」と「公正」、

「個人の尊重」と「法の支配」

の観点に着目して、自分の言葉

でまとめる

 海外で人気の日本の包丁と商談風景（写真）(P.142)【 B-1

相互依存】

 外国人労働者(P.149)【B-1相互依存、A-3多文化共生】

 グローバル経済と多国籍企業、タイにある日本の自動車

メーカーの工場(P.160-161)【B-1相互依存】

 地球規模の環境問題(P.171)【 C-2環境】

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
JICA関連記載 その他

国際協力・援

助

「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力

隊

その他

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、民主政治の促進と公正な世論の形成や選挙

など国民の政治参加との関連について考察、表現す

る。
(ｱ) 国会を中心とする我が国の民

主政治の仕組みのあらましや政党

の役割を理解する

民主政治とそれを支える国民という観点から基本的事

項について理解できるようにする。

(ｲ) 議会制民主主義の意義、多数

決の原理とその運用の在り方につ

いて理解する

国民の代表者によって構成される議会で国の基本的な

政策を決定する議会制民主主義が我が国の政治の原則

となっていること、議会制民主主義を守り発展させよ

うとする努力が必要なことを理解する。

(ｳ) 国民の権利を守り、社会の秩

序を維持するために、法に基づく

公正な裁判の保障があることにつ

いて理解する

法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ、

社会の秩序が維持されていること、そのために司法権

の独立と法による裁判が憲法で保障されていることを

理解する。

(ｴ) 地方自治の基本的な考え方に

ついて理解する。その際、地方公

共団体の政治の仕組み、住民の権

利や義務について理解する

住民自治を基本とする地方自治の考え方について理解

する。

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(ｱ) 民主政治の推進と、公正な世

論の形成や選挙など国民の政治参

加との関連について多面的・多角

的に考察、構想し、表現する

民主政治を推進するためには、公正な世論の形成や選

挙など国民の政治参加が必要になること、国民の意思

を国政や地方の政治に十分反映させることが必要であ

り、主体的に政治に参画することについて多面的・多

角的に考察、表現する。

現実の国際社会に関する理解を基に考察し、課題を追

求することを通して、世界の平和と人類の福祉の増大

のために熱意と協力の態度を育成する。

P.180-

地球社会と私たち

・P.210資源をめぐる戦い

を題材に、

①解決すべき課題を明確

にし、その解決策を話し

合う

②その課題と関係する

SDGsのゴールを書く

③解決策の優先度を話し

合い、ランキングを作成

する

・平和な国際社会の実現

に向けて、私たちには何

ができるか考える

(ｱ) 世界平和の実現と人類の福祉

の増大のためには、国際協調の観

点から、国家間の相互の主権の尊

重と協力、各国民の相互理解と協

力及び国際連合をはじめとする国

際機構などの役割が大切であるこ

とを理解する。その際、領土（領

海、領空含む）、国家主権、国際

連合のはたらきなど基本的な事項

について理解する

国際政治は国際協調の観点に基づいて国家間の対立の

克服が試みられていることを、「領土、国家主権、国

際連合の働きなど基本的な事項」を踏まえて理解す

る。

〇 ● 〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

●

● ●

●

●

●

〇

〇

●

〇

〇

日本のODAで

造られた橋

青年海外協力

隊による技術

支援

TICADの開催

日本企業が開

発した防虫蚊

帳の製造工場

PKO活動への

参加

環境問題に対

する国連や

NGOの連携

UNHCRの食

糧支援

NGO「難民

を助ける会」

で活動する日

本人

(ｲ) 地球環境、資源・エネル

ギー、貧困などの課題の解決のた

めに経済的、技術的な協力などが

大切なことを理解する

環境汚染や自然破壊が地域や国家の問題であるととも

に、地球規模の問題となり国際協力の重要性の高まり

のなかで我が国の貢献が期待されていること、有限で

ある資源・エネルギーが不足しており、省エネやリサ

イクルの必要性が求められていること、経済的な格差

が広がっているとともに人類の福祉の増大を図るため

にはODAをはじめとする我が国の国際貢献が大切であ

ることを理解する。

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(ｱ) 日本国憲法の平和主義を基

に、我が国の安全と防衛、国際貢

献を含む国際社会における我が国

の役割について多面的・多角的に

考察、構想し、表現する

戦争や地域紛争を防止し、世界平和を確立するための

熱意と協力の態度を育成するように指導し、人間の生

命の尊さ、平和の尊さを自覚できるようにすることに

向けて多面的・多角的に考察、表現する。

よりよい社会を築いていくためにはどうしたらよいの

かについて、持続可能な社会を形成するという観点か

ら、自分の考えを説明、論述しこれからの社会参画の

ための手掛かりを得る。

ア 私たちがよりよい社会を築い

ていくために解決すべき課題を多

面的・多角的に考察、構想し、自

分の考えを説明する

「身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ」

（内容の取扱い）るなどの工夫を行い，生徒自ら課題

を適切に設定できるようにすることが大切であり、こ

れらの点を踏まえた上で，よりよい社会の形成を視野

に，課題を探究し，その解決に向けて，多面的・多角

的に考察，構想した自分の考えの過程や結果を説明，

論述することを求めている

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援

助

「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社

(2) 民主政治と政治参加

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目し、次の

事項を身につける

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

D 私たちと国際社会の諸問題

(1) 私たちと国際社会の諸問題

対立と合意、効率と公正、協調、持続可

能性などに着目して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得

(2) よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向け

て、社会的な見方・考え方を働かせ、課

題を探求する活動を通して、以下の事項

を身につける

 国際連合の平和維持活動(PKO)に参加する自衛隊(写

真)(P.179)【C-3平和、B-1相互依存】

 領土問題と取り組み(P.184)【 C-3平和、D-1歴史認識】

 国連のはたらき(P.186-187)【C-3平和、C-1人権、C-4開

発、B-1相互依存】

 地球環境問題と国連やNGOの連携(P.192-193)【C-2環

境】

 世界の貧困問題、フェアトレードやマイクロクレジット

(P.198-199)【C-1人権、B-1相互依存】

 地域紛争と戦争のない世界を目指す取り組み(P.200-201)

【C-3平和、C-1人権】

 難民問題(P.202-203)【C-1人権、D-1歴史認識】

 世界と協力する日本(P.204)【C-4開発、C-3平和、B-1相

互依存】

 世界の耐用性と多様性の尊重(P.206-207)【A-3多文化共

生、A-1文化理解】

平和な国際社会の実現に向け

て、私たちには何ができるか、

「持続可能性」、「効率」と

「公正」、「協調」の観点に着

目して、自分の言葉でまとめる

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方



別添資料2-13

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

社会・公民的分野
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力

隊

その他

巻頭
 「国境なき医師団」の日本人医師【B-1相互依存】(巻頭

P.1-2)

● NGO「国境な

き医師団」の

活動（写真）

現代日本の社会にはどのような特色が見られるか、伝

統や文化は私たちの生活にどのような影響を与えてい

るか、といった現代日本の特色や現代社会における文

化の意義や影響、文化の継承と創造の意義に関する適

切な問いを設け、それらの課題を追及したり解決した

りする活動をとおして、これから公民で扱う現代の社

会的事象について関心を高め、課題を意欲的に追及す

る態度を養う

P.1-25

第1章 現代社会と文化

「対立と合意」「効率と公

正」「持続可能性」

・P.16

①現代日本の社会と文化の特色

を書き出す、そのうえで特に重

要だと思うことを選び、根拠と

なるページと理由をまとめる

②グループで意見交換を行う

③②を参考に、自分の考えに足

りなかった事柄を書き留め、考

えを深める

(ｱ) 現代日本の特色として少子高

齢化、情報化、グローバル化など

が見られることを理解する

少子高齢化については、近年の少子化の進行と平均寿

命の伸⾧によってい、我が国の人口構造が変化し、少

子高齢社会・人口減少社会となっていることを理解。

情報化については、高度情報通信ネットワーク社会の

到来により世界中の人々と瞬時にコミュニケーション

をとることが可能になり、様々な情報が公開、発信、

伝達される状況であることを理解。

グローバル化については、大量の資本や人、商品、情

報などが国境を超えて容易に移動できるようになり、

それに伴い国内外に変化が生じていること、各国の相

互依存関係が強まっていること、共存のために相互協

力が必要とされていることを理解。

P.3-8

 第1節 現代社会の特色

●

●

〇

〇

〇

●

〇

●

〇

●

(ｲ) 現代社会における文化の意義

や影響について理解する

私たちは文化によって初めて豊かな生活を享受できる

ことなど、文化が現代社会を規定する大きな要因であ

ることを理解し、社会生活の様々な場面で文化の影響

が見られることを理解。

P.9-16

 第2節 私たちの生活と文化

(ｱ) 少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが現在と未来の政治、

経済、国際関係に与える影響につ

いて、多面的・多角的に考察し、

表現する

「現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが見られること」の理解をもとに、それら

の知識を活用して考察し、表現できるようにするこ

と。

(ｲ) 文化の継承と創造の意義につ

いて多面的・多角的に考察し、表

現する

「現代社会における文化の意義や影響」の理解をもと

に、それらの知識を活用して考察し、表現できるよう

にすること。

よりよい決定の仕方とは、契約とは、なぜきまりが作

られるのか、といったきまりの意義などに関する理解

を基に考察し課題を追及する活動を通して、概念的な

枠組みの基礎として対立と合意、効率と公正などにつ

いて理解できるようにする。

P.17-26

第2章 現代社会をとらえる枠組み

(ｱ) 現代社会の見方・考え方の基

礎となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

する

「対立」が生じた場合、多様な考え方をもつ人が社会

手段の中で共成り立ちうるように、何らかの決定を行

い「合意」に至る努力がなされていることについて理

解。さらに「合意」がなされるためには、「効率」や

「公正」などの考え方が代表的な判断基準となる。

(ｲ) 人間は本来社会的存在である

ことを基に、個人の尊厳と両性の

本質的平等、契約の重要性やそれ

を守ることの意義及び個人の責任

について理解する

人間は一人で生きているのではなく、様々な社会集団

を形成し、その一員として生活していることを意味

し、人は様々な社会集団㋑おいて協力してよりよい生

活を営む努力をしていることを理解する。

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(ｱ) 社会生活における物事の決定

の仕方、契約を通した個人と社会

との関係、きまりの役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

「現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして

の対立と合意、効率と公正について」や「個人の尊厳

と両性の本質的平等、契約の重要性や守ることの意義

や責任」の理解をもとに、多面的・多角的に考察して

表現する

経済活動の意義について消費生活を中心に学びなが

ら、なぜ市場掲載の仕組みがあるのか、機能、必要

性、個人や企業の経済活動における役割と責任などを

理解し、市場の働きと経済について関心を高める。

P.107-170

第3部 経済

・P.170

①国民の生活と福祉の向上を図

るために政府が果たすべき役割

を書き出す

②①の中から、特に果たすべき

と考えることを選び、その根拠

となるページと理由をまとめる

③グループで意見交換を行う

④③を参考に、自分の考えに足

りなかった事柄を書き留め、考

えを深める

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

教材
A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」

その他

国際協力・援

助

A 私たちと現代社会

(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特

色

位置や空間的な広がり、推移や変化など

に着目して、課題を追及したり解決した

りする活動を通して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得

 グローバル化と国際協調(P.5-6)【 B-1相互依存、A-3多文

化共生】

 外国人とともに生きる社会（群馬県太田市）（コラム）

(P.6)【A-3多文化共生、A-2文化交流】

 国際的な展示会で展示されたハラル製品（写真）(P.9)

【A-1文化理解、A-3多文化共生】

 文化の多様性と異文化理解(P.10)【A-1文化理解、A-2文化

交流】

 フランスでの日本文化博覧会(P.12)【A-2文化交流、A-1文

化理解】

D 未来への選択 JICA関連記載

(2) 現代社会を捉える枠組み

対立と合意、効率と公正などに着目し

て、次の事項を身につけることができる

ア

 

知

識

の

習

得

B 私たちと経済

(1) 市場の働きと経済

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける

教科書対象範囲



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力

隊

その他

(ｱ) 身近な消費生活を中心に経済

活動の意義について理解すること

経済活動が一般的に人々が求める財やサービスを生産

し、これらを消費することで生活を成り立たせている

人間の活動であり、経済活動の意義とは、人間の生活

の維持・向上にあり、経済は生活のための手段である

ことを理解。

〇 ●

●

●

●

(ｲ) 市場経済の基本的な考え方に

ついて理解すること。その際、市

場における価格の決まり方や資源

の配分について理解すること。

「個人や企業の経済活動が様々な条件の中で行われて

いることや、市場の取引が貨幣を通して行われている

ことを理解。

(ｳ) 現代の生産や金融などの仕組

みや働きを理解すること

家計と企業の関連に着目しながら、人々が求める財や

サービスを作り出す生産が、家計によって提供される

労働や資源の投入により企業を中心として行われるこ

とを理解。
(ｴ) 勤労の権利と義務、労働組合

の意義及び労働基準法の精神につ

いて理解すること

勤労が国民の権利であり義務であることや職業選択の

自由が保障されていることと関連付けて理解するとと

もに、正しい勤労観や職業観の基礎を培うことが必

要。

(ｱ) 個人や企業の経済活動におけ

る役割と責任について多面的・多

角的に考察し、表現すること

「起業についてふれるとともに、経済活動や起業など

を支える金融の働きについて取り扱うこと」を通して

多面的・多角的に考察し、表現できる。

(ｲ) 社会生活における職業の意義

と役割及び雇用と労働条件の改善

について多面的・多角的に考察

し、表現すること

「仕事と生活の調和という観点から労働保護立法につ

いても触れること」をとおし、多面的・多角的に考察

し、上限できるようにする。

国民の生活と福祉の向上を図ることに向けて、なぜす

べての経済活動を市場の働きだけに任せることができ

ないのか、国や地方自治体の役割、財政や租税の役割

など市場の働きに委ねることが難しい諸問題を理解す

る。

(ｱ) 社会資本の整備、公害の防止

などの環境保全、少子高齢社会に

おける社会保障の充実・安定化、

消費者の保護について、それらの

意義を理解する

社会資本が多くの経済活動を円滑に進めるために必要

な基礎的施設として、間接的に経済の発展に役立つこ

とを理解するとともに、福祉の向上を図るうえで生活

に関連した社会資本の充実が必要であることを理解。

(ｲ) 財政及び租税の意義、国民の

納税の義務について理解する

財政が社会資本の整備や外交、防衛などの公共財の提

供によって、持続可能な社会の形成に資することも念

頭に、人々の生活を保障する国民福祉の観点に立って

行われるべきであることを理解するとともに、国民生

活に大きな影響力をもつ財政を支える租税の意義や税

精度の基礎を理解する。

(ｱ) 市場の働きに委ねることが難

しい諸問題に関して、国や地方公

共団体が果たす役割について多面

的・多角的に考察、構想し、表現

する

社会資本の整備、環境保全、少子高齢化社会における

社会保障の充実・安定化、国や地方自治体に任せたほ

うが効率的な問題、市場の働きだけでは解決が難しい

問題について多面的・多角的に考察、表現する

(ｲ) 財政及び租税の役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

財源の確保と配分という観点から、財政の現状や少子

高齢社会など現代社会の特色を踏まえて財政の持続可

能性と関連付けて考察、表現する

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、政治および法に関する様々な事象を捉える

問題の追及を通し、日本国憲法の基本的な考え方や我

が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていること

の意義について理解する

P.27-106

第2部 政治

・P.106

①民主政治を発展させるために

必要だと思うことを理由ととも

に考える

②グループで意見交換を行う

③④を参考に、自分の考えに足

りなかった事柄を書き留め、考

えを深める

(ｱ) 人間の尊重についての考え方

を、基本的人権を中心に深め、法

の意義を理解する

民主主義は、個人の尊重あるいは個人の尊厳を基礎と

し、すべての国民の自由と平等が確保されて実現する

ものであることを理解を深める。

〇 〇 ● ●

(ｲ) 民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切であ

ることを理解する

民主的な社会における法は国民生活の安定と福祉の向

上を目指し、このような「法に基づく政治」が民主政

治の原理となっていることを理解する。

(ｳ) 日本国憲法が基本的人権の尊

重、国民主権及び平和主義を基本

的原則としていることについて理

解する

「基本的人権の尊重」が日本国憲法の基本的原則と

なっていることについて、基本的人権の理念が、人類

の多年にわたる自由獲得の努力の成果であること、国

の政治や人々の社会生活を具体的に律する有効な指針

であることにより理解する。

(ｴ) 日本国及び日本国民統合の象

徴としての天皇の地位と天皇の国

事に関する行為について理解する

国民主権と関連させながら、天皇が日本国および日本

国民統合の象徴であること、内閣の助言と承認によっ

て行われる天皇の国事行為の特色について理解する。

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(ｱ) 我が国の政治が日本国憲法に

基づいて行われていることの意義

について多面的・多角的に考察

し、表現する

法の意義および法に基づく政治の理解をもとに、日本

国憲法が最高法規であることや、日本国憲法に基づく

政治によって民主的な政治が行われるということを理

解する。

JICA関連記載 その他

国際協力・援

助

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原

則

対立と合意、効率と構成、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目して、次

の事項を身につける

ア

 

知

識

の

習

得

インターネットを通じて世界各地からの注文に対応する物

流センター(P.119)【B-1相互依存】

 外国人労働者と移民(P.138)【B-1相互依存、A-3多文化共

生】

 企業の海外進出と多国籍化(P.150)【B-1相互依存】

 日本の農林水産物・食品を海外へ、中国で売られている日

本のりんご(P.152)【B-1相互依存】

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(2) 国民の生活と政府の役割

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける

ア

 

知

識

の

習

得

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

C 私たちと政治

学習指導要領 学習指導要領解説

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

在日外国人への差別、ヘイトスピーチ(P.47)【C-1平和、

A-3多文化共生】

古民家で民泊する外国人（写真）(P.84)【B-1相互依存、

A-2文化交流】

日本国憲法が保障する権利を守

るために、私たちはどのように

社会に関わるべきか、「持続可

能性」、「効率」と「公正」、

「個人の尊重」と「法の支配」

の観点に着目して、自分の言葉

でまとめる



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力

隊

その他

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、民主政治の促進と公正な世論の形成や選挙

など国民の政治参加との関連について考察、表現す

る。

(ｱ) 国会を中心とする我が国の民

主政治の仕組みのあらましや政党

の役割を理解する

民主政治とそれを支える国民という観点から基本的事

項について理解できるようにする。

(ｲ) 議会制民主主義の意義、多数

決の原理とその運用の在り方につ

いて理解する

国民の代表者によって構成される議会で国の基本的な

政策を決定する議会制民主主義が我が国の政治の原則

となっていること、議会制民主主義を守り発展させよ

うとする努力が必要なことを理解する。

(ｳ) 国民の権利を守り、社会の秩

序を維持するために、法に基づく

公正な裁判の保障があることにつ

いて理解する

法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ、

社会の秩序が維持されていること、そのために司法権

の独立と法による裁判が憲法で保障されていることを

理解する。

(ｴ) 地方自治の基本的な考え方に

ついて理解する。その際、地方公

共団体の政治の仕組み、住民の権

利や義務について理解する

住民自治を基本とする地方自治の考え方について理解

する。

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(ｱ) 民主政治の推進と、公正な世

論の形成や選挙など国民の政治参

加との関連について多面的・多角

的に考察、構想し、表現する

民主政治を推進するためには、公正な世論の形成や選

挙など国民の政治参加が必要になること、国民の意思

を国政や地方の政治に十分反映させることが必要であ

り、主体的に政治に参画することについて多面的・多

角的に考察、表現する。

現実の国際社会に関する理解を基に考察し、課題を追

求することを通して、世界の平和と人類の福祉の増大

のために熱意と協力の態度を育成する。

P.171-205

第4部 国際

・P.202

①世界平和と人類の福祉の増大

を実現させるために国際社会が

できることを理由とともに考え

る

②グループで意見交換を行う

③②を参考に、自分の考えに足

りなかった事柄を書き留め、考

えを深める

(ｱ) 世界平和の実現と人類の福祉

の増大のためには、国際協調の観

点から、国家間の相互の主権の尊

重と協力、各国民の相互理解と協

力及び国際連合をはじめとする国

際機構などの役割が大切であるこ

とを理解する。その際、領土（領

海、領空含む）、国家主権、国際

連合のはたらきなど基本的な事項

について理解する

国際政治は国際協調の観点に基づいて国家間の対立の

克服が試みられていることを、「領土、国家主権、国

際連合の働きなど基本的な事項」を踏まえて理解す

る。

●

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇 ●

●

●

●

●

〇

〇

●

〇 色丹島に日本

の支援で建設

された診療所

世界の平和に

貢献するため

のODA

世界の貧困解

消のための

ODA

SDGsに向け

たODAの取り

組み

世界の平和へ

の貢献として

の協力隊の派

遣

国連のはたら

き

核廃絶へ向け

たNGOの活躍

SDGsへ向け

たNGOの取り

組み

(ｲ) 地球環境、資源・エネル

ギー、貧困などの課題の解決のた

めに経済的、技術的な協力などが

大切なことを理解する

環境汚染や自然破壊が地域や国家の問題であるととも

に、地球規模の問題となり国際協力の重要性の高まり

のなかで我が国の貢献が期待されていること、有限で

ある資源・エネルギーが不足しており、省エネやリサ

イクルの必要性が求められていること、経済的な格差

が広がっているとともに人類の福祉の増大を図るため

にはODAをはじめとする我が国の国際貢献が大切であ

ることを理解する。

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(ｱ) 日本国憲法の平和主義を基

に、我が国の安全と防衛、国際貢

献を含む国際社会における我が国

の役割について多面的・多角的に

考察、構想し、表現する

戦争や地域紛争を防止し、世界平和を確立するための

熱意と協力の態度を育成するように指導し、人間の生

命の尊さ、平和の尊さを自覚できるようにすることに

向けて多面的・多角的に考察、表現する。

よりよい社会を築いていくためにはどうしたらよいの

かについて、持続可能な社会を形成するという観点か

ら、自分の考えを説明、論述しこれからの社会参画の

ための手掛かりを得る。

ア 私たちがよりよい社会を築い

ていくために解決すべき課題を多

面的・多角的に考察、構想し、自

分の考えを説明する

「身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ」

（内容の取扱い）るなどの工夫を行い，生徒自ら課題

を適切に設定できるようにすることが大切であり、こ

れらの点を踏まえた上で，よりよい社会の形成を視野

に，課題を探究し，その解決に向けて，多面的・多角

的に考察，構想した自分の考えの過程や結果を説明，

論述することを求めている

巻末 JICAの防災研修で阪神・淡路大震災当時の様子を聞く海外

研修員たち(巻末3)【B-1相互依存】

● JICAの研修員

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援

助

「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

(2) よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向け

て、社会的な見方・考え方を働かせ、課

題を探求する活動を通して、以下の事項

を身につける

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

D 私たちと国際社会の諸問題

(1) 私たちと国際社会の諸問題

対立と合意、効率と公正、協調、持続可

能性などに着目して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得

 北方領土に日本の支援で建設された診療所(P.175)【 B-1相

互依存】

 領土問題(P.175)【 C-3平和、D-1歴史認識】

 国連のはたらき(P.177-178)【C-3平和、B-1相互依存、C-

1人権、C-4開発】

 紛争と難民(P.179-180)【C-3平和、C-1人権】

核兵器の廃絶へ向けたNGOの活躍(P.182)【C-3平和、C-1

人権】

 国際社会における日本の役割(P.185-186)【C-3平和、B-1

相互依存】

 世界の貧困解消のためのODA(P.190)【B-1相互依存、C-4

開発】

 SDGsへ向けた取り組み(P.195-196)【C-4開発、C-1人

権、C-2環境】

平和な国際社会の実現に向け

て、私たちには何ができるか、

「持続可能性」、「効率」と

「公正」、「協調」の観点に着

目して、自分の言葉でまとめる

(2) 民主政治と政治参加

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目し、次の

事項を身につける



別添資料2-14

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

社会・公民的分野
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること
※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力隊 その他

現代日本の社会にはどのような特色が見られるか、伝

統や文化は私たちの生活にどのような影響を与えてい

るか、といった現代日本の特色や現代社会における文

化の意義や影響、文化の継承と創造の意義に関する適

切な問いを設け、それらの課題を追及したり解決した

りする活動をとおして、これから公民で扱う現代の社

会的事象について関心を高め、課題を意欲的に追及す

る態度を養う

（P1-22）

序章 現代日本の自画像

P1-22

(ｱ) 現代日本の特色として少子高

齢化、情報化、グローバル化など

が見られることを理解する

少子高齢化については、近年の少子化の進行と平均寿

命の伸⾧によってい、我が国の人口構造が変化し、少

子高齢社会・人口減少社会となっていることを理解。

情報化については、高度情報通信ネットワーク社会の

到来により世界中の人々と瞬時にコミュニケーション

をとることが可能になり、様々な情報が公開、発信、

伝達される状況であることを理解。

グローバル化については、大量の資本や人、商品、情

報などが国境を超えて容易に移動できるようになり、

それに伴い国内外に変化が生じていること、各国の相

互依存関係が強まっていること、共存のために相互協

力が必要とされていることを理解。

グローバル化。ヒト、モノ、カネ、サービス、情報の活発な移動と一体化。(P2)

負のグローバル化。感染症の広がり、環境破壊、地球温暖化、産業の空洞化。国家の役割

の見直し（ナショナリズム、国を超えた協力）。(P3 )

グローバル化によって私たちの生活はどう変わったか、考えてみよう。(P8 )【B-1相互依

存】【B-2情報化】【C-2環境】

世界の中の日本。経済・科学技術大国、文化大国（クールジャパンに世界の人々が親し

み）、外国人に「日本はどんな国ですか」と聞かれたらどのように答えますか。(P11)

【A-1文化理解】

P22 まとめと発展

2065年の人口ピラミッドのグラフを

見て、その時私たちはどのような社

会で、どのような生活をしているか

予想してみよう。

グラフ

●

● ○ ○

(ｲ) 現代社会における文化の意義

や影響について理解する

私たちは文化によって初めて豊かな生活を享受できる

ことなど、文化が現代社会を規定する大きな要因であ

ることを理解し、社会生活の様々な場面で文化の影響

が見られることを理解。

 文化の調和と融合。外来のさまざまな異文化を積極的に受け入れてきた。カレーライ

ス・アンパンは自己の文化と外来文化を融合させた代表例である（写真あり）(P12)【A-

1文化理解】【A-2文化交流】【B-1相互依存】

 日本人の精神（コラム）。ウズベキスタンでの日本人抑留者のナボイ劇場の建設への貢

献。サッカー・ワールドカップで観客席を掃除する日本人の新聞報道(P14)【A-1文化理

解】【A-2文化交流】

 世界の宗教・日本の宗教(P20)【A-1文化理解】

世界に広がっている日本の文化につ

いて、考えてみよう。

○

○

●

●

●

○

(ｱ) 少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが現在と未来の政治、

経済、国際関係に与える影響につ

いて、多面的・多角的に考察し、

表現する

「現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが見られること」の理解をもとに、それら

の知識を活用して考察し、表現できるようにするこ

と。

(ｲ) 文化の継承と創造の意義につ

いて多面的・多角的に考察し、表

現する

「現代社会における文化の意義や影響」の理解をもと

に、それらの知識を活用して考察し、表現できるよう

にすること。

よりよい決定の仕方とは、契約とは、なぜきまりが作

られるのか、といったきまりの意義などに関する理解

を基に考察し課題を追及する活動を通して、概念的な

枠組みの基礎として対立と合意、効率と公正などにつ

いて理解できるようにする。

（P23-42）

第1章 個人と社会生活

P23-42

(ｱ) 現代社会の見方・考え方の基

礎となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

する

「対立」が生じた場合、多様な考え方をもつ人が社会

手段の中で共成り立ちうるように、何らかの決定を行

い「合意」に至る努力がなされていることについて理

解。さらに「合意」がなされるためには、「効率」や

「公正」などの考え方が代表的な判断基準となる。

愛国心と国際社会。愛国心は、国際社会の平和と発展に貢献しようとする精神の土台。

1964年東京オリンピック（写真）(P30)【A-1文化理解】【C-3平和】

P42 まとめと発展

愛国心を身に着けるために、外国で

はどのような取り組みをしている

か、調べてみよう。

● ○

(ｲ) 人間は本来社会的存在である

ことを基に、個人の尊厳と両性の

本質的平等、契約の重要性やそれ

を守ることの意義及び個人の責任

について理解する

人間は一人で生きているのではなく、様々な社会集団

を形成し、その一員として生活していることを意味

し、人は様々な社会集団㋑おいて協力してよりよい生

活を営む努力をしていることを理解する。
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(ｱ) 社会生活における物事の決定

の仕方、契約を通した個人と社会

との関係、きまりの役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

「現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして

の対立と合意、効率と公正について」や「個人の尊厳

と両性の本質的平等、契約の重要性や守ることの意義

や責任」の理解をもとに、多面的・多角的に考察して

表現する

経済活動の意義について消費生活を中心に学びなが

ら、なぜ市場掲載の仕組みがあるのか、機能、必要

性、個人や企業の経済活動における役割と責任などを

理解し、市場の働きと経済について関心を高める。

（P121-164）

第4章 国民生活と経済

P121-164

(ｱ) 身近な消費生活を中心に経済

活動の意義について理解すること

経済活動が一般的に人々が求める財やサービスを生産

し、これらを消費することで生活を成り立たせている

人間の活動であり、経済活動の意義とは、人間の生活

の維持・向上にあり、経済は生活のための手段である

ことを理解。
(ｲ) 市場経済の基本的な考え方に

ついて理解すること。その際、市

場における価格の決まり方や資源

の配分について理解すること。

「個人や企業の経済活動が様々な条件の中で行われて

いることや、市場の取引が貨幣を通して行われている

ことを理解。

貿易（輸出・輸入）。各国が得意なものを生産して輸出し、不得意なものを輸入するの

で、世界全体で見れば経済的に豊かになる。為替。大きく見れば、世界各国の豊かさを平

均化する方向で動いている。

自動車の輸出、牛肉の輸入（写真）、為替相場による車の価格（図）(P138)【B-1相互依

存】

●

(ｳ) 現代の生産や金融などの仕組

みや働きを理解すること

家計と企業の関連に着目しながら、人々が求める財や

サービスを作り出す生産が、家計によって提供される

労働や資源の投入により企業を中心として行われるこ

とを理解。
(ｴ) 勤労の権利と義務、労働組合

の意義及び労働基準法の精神につ

いて理解すること

勤労が国民の権利であり義務であることや職業選択の

自由が保障されていることと関連付けて理解するとと

もに、正しい勤労観や職業観の基礎を培うことが必

要。

「見方・考え方」を働かせる「問

い」または「学習活動」
教材学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

ア

 

知

識

の

習

得

B 私たちと経済
(1) 市場の働きと経済

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける
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その他

国際協力・援助

JICA関連記載

(2) 現代社会を捉える枠組み

対立と合意、効率と公正などに着目し

て、次の事項を身につけることができる

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

A 私たちと現代社会
巻頭
(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特

色

位置や空間的な広がり、推移や変化など

に着目して、課題を追及したり解決した

りする活動を通して、次の事項を身につ

ける
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1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力隊 その他

(ｱ) 個人や企業の経済活動におけ

る役割と責任について多面的・多

角的に考察し、表現すること

「起業についてふれるとともに、経済活動や起業など

を支える金融の働きについて取り扱うこと」を通して

多面的・多角的に考察し、表現できる。

(ｲ) 社会生活における職業の意義

と役割及び雇用と労働条件の改善

について多面的・多角的に考察

し、表現すること

「仕事と生活の調和という観点から労働保護立法につ

いても触れること」をとおし、多面的・多角的に考察

し、上限できるようにする。

国民の生活と福祉の向上を図ることに向けて、なぜす

べての経済活動を市場の働きだけに任せることができ

ないのか、国や地方自治体の役割、財政や租税の役割

など市場の働きに委ねることが難しい諸問題を理解す

る。

(ｱ) 社会資本の整備、公害の防止

などの環境保全、少子高齢社会に

おける社会保障の充実・安定化、

消費者の保護について、それらの

意義を理解する

社会資本が多くの経済活動を円滑に進めるために必要

な基礎的施設として、間接的に経済の発展に役立つこ

とを理解するとともに、福祉の向上を図るうえで生活

に関連した社会資本の充実が必要であることを理解。

環境保全と私たちの責任(P158)【C-2環境】 P164 まとめと発展

新しく開発された商品は経済生活を

豊かにすると同時に、社会に悪い影

響を与えることがある。そのときは

規制が必要となる。携帯電話を例に

して考えてみよう。

●

(ｲ) 財政及び租税の意義、国民の

納税の義務について理解する

財政が社会資本の整備や外交、防衛などの公共財の提

供によって、持続可能な社会の形成に資することも念

頭に、人々の生活を保障する国民福祉の観点に立って

行われるべきであることを理解するとともに、国民生

活に大きな影響力をもつ財政を支える租税の意義や税

精度の基礎を理解する。

(ｱ) 市場の働きに委ねることが難

しい諸問題に関して、国や地方公

共団体が果たす役割について多面

的・多角的に考察、構想し、表現

する

社会資本の整備、環境保全、少子高齢化社会における

社会保障の充実・安定化、国や地方自治体に任せたほ

うが効率的な問題、市場の働きだけでは解決が難しい

問題について多面的・多角的に考察、表現する

(ｲ) 財政及び租税の役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

財源の確保と配分という観点から、財政の現状や少子

高齢社会など現代社会の特色を踏まえて財政の持続可

能性と関連付けて考察、表現する

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、政治および法に関する様々な事象を捉える

問題の追及を通し、日本国憲法の基本的な考え方や我

が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていること

の意義について理解する

（P43-120）

第2章 立憲国家と国民

第3章 日本国憲法と立憲的民主政治

P43-120

(ｱ) 人間の尊重についての考え方

を、基本的人権を中心に深め、法

の意義を理解する

民主主義は、個人の尊重あるいは個人の尊厳を基礎と

し、すべての国民の自由と平等が確保されて実現する

ものであることを理解を深める。

権利の平等に関する問題。外国人参政権。ヘイトスピーチ(P78)【A-3多文化共生】【C-1

人権】

○ ●

(ｲ) 民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切であ

ることを理解する

民主的な社会における法は国民生活の安定と福祉の向

上を目指し、このような「法に基づく政治」が民主政

治の原理となっていることを理解する。

(ｳ) 日本国憲法が基本的人権の尊

重、国民主権及び平和主義を基本

的原則としていることについて理

解する

「基本的人権の尊重」が日本国憲法の基本的原則と

なっていることについて、基本的人権の理念が、人類

の多年にわたる自由獲得の努力の成果であること、国

の政治や人々の社会生活を具体的に律する有効な指針

であることにより理解する。

(ｴ) 日本国及び日本国民統合の象

徴としての天皇の地位と天皇の国

事に関する行為について理解する

国民主権と関連させながら、天皇が日本国および日本

国民統合の象徴であること、内閣の助言と承認によっ

て行われる天皇の国事行為の特色について理解する。
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(ｱ) 我が国の政治が日本国憲法に

基づいて行われていることの意義

について多面的・多角的に考察

し、表現する

法の意義および法に基づく政治の理解をもとに、日本

国憲法が最高法規であることや、日本国憲法に基づく

政治によって民主的な政治が行われるということを理

解する。

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、民主政治の促進と公正な世論の形成や選挙

など国民の政治参加との関連について考察、表現す

る。

(ｱ) 国会を中心とする我が国の民

主政治の仕組みのあらましや政党

の役割を理解する

民主政治とそれを支える国民という観点から基本的事

項について理解できるようにする。

(ｲ) 議会制民主主義の意義、多数

決の原理とその運用の在り方につ

いて理解する

国民の代表者によって構成される議会で国の基本的な

政策を決定する議会制民主主義が我が国の政治の原則

となっていること、議会制民主主義を守り発展させよ

うとする努力が必要なことを理解する。

(ｳ) 国民の権利を守り、社会の秩

序を維持するために、法に基づく

公正な裁判の保障があることにつ

いて理解する

法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ、

社会の秩序が維持されていること、そのために司法権

の独立と法による裁判が憲法で保障されていることを

理解する。

(ｴ) 地方自治の基本的な考え方に

ついて理解する。その際、地方公

共団体の政治の仕組み、住民の権

利や義務について理解する

住民自治を基本とする地方自治の考え方について理解

する。
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(ｱ) 民主政治の推進と、公正な世

論の形成や選挙など国民の政治参

加との関連について多面的・多角

的に考察、構想し、表現する

民主政治を推進するためには、公正な世論の形成や選

挙など国民の政治参加が必要になること、国民の意思

を国政や地方の政治に十分反映させることが必要であ

り、主体的に政治に参画することについて多面的・多

角的に考察、表現する。

JICA関連記載 その他

国際協力・援助

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる「問

い」または「学習活動」
教材

(2) 民主政治と政治参加

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目し、次の

事項を身につける
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(2) 国民の生活と政府の役割

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける
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C 私たちと政治
(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原

則

対立と合意、効率と構成、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目して、次

の事項を身につける
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得

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲
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1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力隊 その他

現実の国際社会に関する理解を基に考察し、課題を追

求することを通して、世界の平和と人類の福祉の増大

のために熱意と協力の態度を育成する。

（P165-206）

第5章 国際社会に生きる日本

P165-206

(ｲ) 地球環境、資源・エネル

ギー、貧困などの課題の解決のた

めに経済的、技術的な協力などが

大切なことを理解する

環境汚染や自然破壊が地域や国家の問題であるととも

に、地球規模の問題となり国際協力の重要性の高まり

のなかで我が国の貢献が期待されていること、有限で

ある資源・エネルギーが不足しており、省エネやリサ

イクルの必要性が求められていること、経済的な格差

が広がっているとともに人類の福祉の増大を図るため

にはODAをはじめとする我が国の国際貢献が大切であ

ることを理解する。

終章 持続可能な社会を目指して P208 日本の国際貢献。優れた環境保全と省エネ技術を、途上国を中心にODA資金等で積

極的に提供。有償・無償資金協力・JICA青年海外協力隊を通じた日本型ODA。紛争・軍

事衝突・テロ組織等の問題解決は、国際社会の共同責任であり、我が国も国際的安全保障

のための協力を求められている。【B-1相互依存】【C-1人権】【C-2環境】【C-3平和】

【C-4開発】

○ ○ ○ ○ ● 優れた環境保全と省

エネ技術を、途上国

を中心にODA資金等

で積極的に提供。中

国の大気汚染、アフ

リカ・東南アジアの

水質汚染など環境汚

染対策、島嶼国の環

境保全に対する「島

国まるごと支援」等

(P208)

貧困・飢餓の問題に

対処するため、有

償・無償の資金協力

や、JICAの青年海外

協力隊を通じて途上

国に対するODAを実

施。

ミニ知識「自助努力

を促してきた日本型

ODA」（コラム）、

ネリカ米振興計画プ

ロジェクト（写真）

青年海外協力隊

などの活動を通

じて途上国への

ODAを実施

(P208)

JICA法の改正に

より技協・有

償・無償を一元

的に担う体制を

構築(P209)
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(ｱ) 日本国憲法の平和主義を基

に、我が国の安全と防衛、国際貢

献を含む国際社会における我が国

の役割について多面的・多角的に

考察、構想し、表現する

戦争や地域紛争を防止し、世界平和を確立するための

熱意と協力の態度を育成するように指導し、人間の生

命の尊さ、平和の尊さを自覚できるようにすることに

向けて多面的・多角的に考察、表現する。

よりよい社会を築いていくためにはどうしたらよいの

かについて、持続可能な社会を形成するという観点か

ら、自分の考えを説明、論述しこれからの社会参画の

ための手掛かりを得る。

（P207-224）

終章 持続可能な社会を目指して

P207-224

ア 私たちがよりよい社会を築い

ていくために解決すべき課題を多

面的・多角的に考察、構想し、自

分の考えを説明する

「身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ」

（内容の取扱い）るなどの工夫を行い，生徒自ら課題

を適切に設定できるようにすることが大切であり、こ

れらの点を踏まえた上で，よりよい社会の形成を視野

に，課題を探究し，その解決に向けて，多面的・多角

的に考察，構想した自分の考えの過程や結果を説明，

論述することを求めている

P210 日本の安全と世界の暗線。核兵器廃絶、食料自給力を向上し「人間の安全保障」実

現を先導すべし。北朝鮮・テポドン、中国軍事パレード、チュニジア植林地（写真）

【C-1人権】【C-2環境】【C-3平和】【C-4開発】

P212 持続可能な日本と世界。愛国心を持ち自国をよくすることが世界平和と人類の幸福

への貢献に繋がる。「持続可能性」は自然環境だけでなく社会の在り方の問題も考える必

要がある。【C-3平和】【C-4開発】【D-2市民意識】【D-3社会参加】

P213 国連が掲げる「持続な能な開発目標（SDGs）」17項目（表）【C-4開発】

P224 まとめと発展

さくいんに収録されている重要語句

のうち、①公民、②国家、③対立と

合意、④公正と効率、⑤持続可能、

の5つの中から1つを選び、さくいん

に並べてあるページを最初から順に

開き、その語句の周辺の文章を読み

返し、学習が深まっていったことを

確認してみよう。

○ ○ ●

○

○

○

●

● ○

チュニジア北西部植

林地事業への支援

(P211)

リオデジャネイロオリンピック開会式（写真）(P166)【A-2文化交流】

領土問題・紛争。我が国の領域（地図）、中国の天然ガス採掘施設（写真）(P167)

わが国の領土問題（北方領土、竹島）(P170 )

 海をめぐる国益の衝突（尖閣諸島）(P174)【C-3平和】【D-1歴史認識】

 国旗国歌。(P167)どこの国の国家だろう？(P169)【A-1文化理解】

 国際協調の必要性、国際法、国際機構の活動。地域的経済協力機構と我が国（FTA、

EPA、TPP、RCEP）(P172)【B-1相互依存】【C-3平和】

 国連の成立と意義、安全保障理事会。(P176)

 国連改革とわが国の取組み。国連への関与の在り方(P178)【C-3平和】

 多発する紛争と国連。世界の対立・紛争地域、世界の宗教分布図（地図）(P182)【C-3

平和】

国際社会における人権。ロヒンギャ難民、ネルソン・マンデラ（写真）、近隣諸国の人権

問題（中国、チベット、ウイグル、モンゴル、北朝鮮・韓国）(P184,186)【C-1人権】

 国連の集団安全保障。国際平和を共同責任で創出し維持する体制(P188)【B-1相互依

存】【C-3平和】

日本人拉致問題(P190)【C-1人権】【C-3平和】

 自衛隊と日米安保。P194 国際平和協力活動への取組み(P193)【B-1相互依存】【C-3平

和】

 核兵器への脅威と向き合う。広島市・⾧崎市の原爆被害（写真）(P196)【C-3平和】

人口爆発が引き起こす問題。環境破壊、資源不足、貧困、水不足。南北問題解決に向けた

先進国の援助、取り残された国の南南問題。持続可能な開発目標「貧困人口削減」等の実

現を目指した国際社会の援助活動。インドでの救援物資の配布、ケニアの学校（写真）、

ミレニアム開発目標（表）(P200)【B-1相互依存】【C-1人権】【C-2環境】【C-4開発】

 エネルギーと資源の未来。人口爆発やグローバル化・工業化の影響で資源消費の加速度

的な増大。地球温暖化など地球環境問題の発生。大量消費社会から循環型社会へ変えなけ

ればならない。省エネ・省資源の国際的な技術協力(P202)【C-2環境】【C-4開発】

地球環境問題（温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、黄砂、森林の破壊、砂漠化、大気汚染、

水質汚染、海洋汚染、野生生物種の減少等）と国際的な取組み（地球サミット、京都議定

書、パリ協定）(P204)【C-2環境】

国際政治は国際協調の観点に基づいて国家間の対立の

克服が試みられていることを、「領土、国家主権、国

際連合の働きなど基本的な事項」を踏まえて理解す

る。

(ｱ) 世界平和の実現と人類の福祉

の増大のためには、国際協調の観

点から、国家間の相互の主権の尊

重と協力、各国民の相互理解と協

力及び国際連合をはじめとする国

際機構などの役割が大切であるこ

とを理解する。その際、領土（領

海、領空含む）、国家主権、国際

連合のはたらきなど基本的な事項

について理解する

我が国も社会基盤拡

充を支援。ODAと民

間投資を一体化さ

せ、経済発展の基礎

となるインフラ整備

と人材育成に重点を

置いている(P201)

○

●

○

●

○

●

●

●

○

●

●

○

●

●

●

●

○

●

P206 まとめと発展

我が国の領土問題について詳しいい

きさつを調べてみよう。

冷戦終結後に独立した国の多くは、

歴史と文化を共有する人たちが自分

たちの国家をつくろうとしたもので

ある。このことについて調べてみよ

う。

我が国の平和を守るうえで、日米安

全保障条約がどのような役割を果た

しているか、考えてみよう。

核兵器不拡散条約について、支持で

きる・支持できない、それぞれの立

場から、その理由を考えてみよう。

発展途上国が抱える貧困などの問題

を解決するために、我が国は何がで

きるか、考えてみよう。

国連の安全保障理事会の常任理事国

の特権を調べ、常任理事国は世界の

平和と人類の発展のために、どのよ

うに行動すべきか、考えてみよう。

その他

国際協力・援助

●

○

○

○

● 自衛隊による

PKO(P194)

国際社会はUNDP

等を通じて貧困削

減などを目指し援

助活動実施。各種

NGOが現地ニーズ

に応じた援助

(P201)

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる「問

い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載

(2) よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向け

て、社会的な見方・考え方を働かせ、課

題を探求する活動を通して、以下の事項

を身につける

D 私たちと国際社会の諸問題

(1) 私たちと国際社会の諸問題

対立と合意、効率と公正、協調、持続可

能性などに着目して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得



別添資料2-15

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

社会・公民的分野
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力隊 その他

eスポーツの国際親善試合、書道を通じたドイツと日本の国際交流【A-2文化交流】【B-1相互依

存】

持続可能な未来予想図、SDGsの17の目標【C-4開発】

●

●

現代日本の社会にはどのような特色が見られるか、伝

統や文化は私たちの生活にどのような影響を与えてい

るか、といった現代日本の特色や現代社会における文

化の意義や影響、文化の継承と創造の意義に関する適

切な問いを設け、それらの課題を追及したり解決した

りする活動をとおして、これから公民で扱う現代の社

会的事象について関心を高め、課題を意欲的に追及す

る態度を養う

P11-25 対立と合意、効率と公正 ・P.35グローバル化が私たちの暮らしに与える影響を、具体例を挙げ

て、意見交換する

・同じ商品が会社によって値段が異なる理由を考える、自分だったら

どのような行動をとるか考える、友達と意見交換する

(ｱ) 現代日本の特色として少子高

齢化、情報化、グローバル化など

が見られることを理解する

少子高齢化については、近年の少子化の進行と平均寿

命の伸⾧によってい、我が国の人口構造が変化し、少

子高齢社会・人口減少社会となっていることを理解。

情報化については、高度情報通信ネットワーク社会の

到来により世界中の人々と瞬時にコミュニケーション

をとることが可能になり、様々な情報が公開、発信、

伝達される状況であることを理解。

グローバル化については、大量の資本や人、商品、情

報などが国境を超えて容易に移動できるようになり、

それに伴い国内外に変化が生じていること、各国の相

互依存関係が強まっていること、共存のために相互協

力が必要とされていることを理解。

インドネシア人技能実習生との交流イベント（写真）(P12)【A-2文化交流】【B-1相互依存】

グローバル化：人、もの、お金、情報が国境を越えて地球規模で行き来すること。自国と諸外国

の連携、国際分業の中で営まれる私たちの暮らし。また課題として先進国・途上国間の生産性の

差、経済格差。国際社会の一員として日本への貢献の期待。文化の違いに対し、互いの考えを理

解し尊重すること。外国資本の家具店、海外展開する日本企業、海外で活躍する日本人、海外に

暮らす日本人、外国語併記の観光案内所（写真）、日本の輸出・輸入額推移、日本で働く外国

人・雇用事務所数の推移（グラフ）(P14)【A-1文化理解】【B-1相互依存】【B-2情報化】【C-1

人権】【C-4開発】

情報化の進展はグローバル化を支える要因。進化する情報社会とその課題(P16)【B-1相互依存】

【B-2情報化】

世界の三大宗教（写真）(P21)【A-1文化理解】

異文化理解と日本文化の創造。日本人は海外の文化を受入れ改良し、独自の文化を作り上げた。

海外の祭りやイベントが日本国内で開催。日本のポップカルチャーは世界が注目。異文化の尊

重・理解、海外との積極的な文化交流。フランスのジャパン・エキスポ（写真）、P25 世界に広

がる「クールジャパン」。コスプレ、和食（写真）。ロシアでサッカーの試合後にゴミを拾う日

本人サポーター（写真）、日本の伝統や文化を外国の人たちに紹介するとしたら、何を伝えたい

だろうか。伝統や文化に関する資料を元に考え、簡単な宣伝チラシを作って表現してみよう。

(P23)【A-1文化理解】【A-2文化交流】

P35 グローバル化に関する二つの資料を見て、地理や歴史で学んだ社

会の見方を思い出して、あとの問いに答えよう。

①地図（東南アジアに進出した日本企業の変遷）から何が読み取れる

か

②グラフ（日本の輸出と輸入額の推移）からどんな変化が読み取れる

か

③グローバル化が私たちの生活にどのような影響を及ぼしているか、

身近な暮らしの中の例を挙げ、友達と意見を交換する。

P36 私たちが生きている現代社会とは、どのような社会なんだろう

か。①現代社会の特徴について、グローバル化・情報化・少子高齢化

の三つのキーワードからそれぞれ説明しよう。

地図、グラフ

○

●

○

●

●

○

●

○

○

●

○ ○

コスタリカでの

教育支援、ガー

ナの建築現場で

の技術支援

(P15)

(ｲ) 現代社会における文化の意義

や影響について理解する

私たちは文化によって初めて豊かな生活を享受できる

ことなど、文化が現代社会を規定する大きな要因であ

ることを理解し、社会生活の様々な場面で文化の影響

が見られることを理解。

(ｱ) 少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが現在と未来の政治、

経済、国際関係に与える影響につ

いて、多面的・多角的に考察し、

表現する

「現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが見られること」の理解をもとに、それら

の知識を活用して考察し、表現できるようにするこ

と。

(ｲ) 文化の継承と創造の意義につ

いて多面的・多角的に考察し、表

現する

「現代社会における文化の意義や影響」の理解をもと

に、それらの知識を活用して考察し、表現できるよう

にすること。

よりよい決定の仕方とは、契約とは、なぜきまりが作

られるのか、といったきまりの意義などに関する理解

を基に考察し課題を追及する活動を通して、概念的な

枠組みの基礎として対立と合意、効率と公正などにつ

いて理解できるようにする。

P26-36

(ｱ) 現代社会の見方・考え方の基

礎となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

する

「対立」が生じた場合、多様な考え方をもつ人が社会

手段の中で共成り立ちうるように、何らかの決定を行

い「合意」に至る努力がなされていることについて理

解。さらに「合意」がなされるためには、「効率」や

「公正」などの考え方が代表的な判断基準となる。

(ｲ) 人間は本来社会的存在である

ことを基に、個人の尊厳と両性の

本質的平等、契約の重要性やそれ

を守ることの意義及び個人の責任

について理解する

人間は一人で生きているのではなく、様々な社会集団

を形成し、その一員として生活していることを意味

し、人は様々な社会集団㋑おいて協力してよりよい生

活を営む努力をしていることを理解する。

イ

 

思

考

力

・

判
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・
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現
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(ｱ) 社会生活における物事の決定

の仕方、契約を通した個人と社会

との関係、きまりの役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

「現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして

の対立と合意、効率と公正について」や「個人の尊厳

と両性の本質的平等、契約の重要性や守ることの意義

や責任」の理解をもとに、多面的・多角的に考察して

表現する

経済活動の意義について消費生活を中心に学びなが

ら、なぜ市場掲載の仕組みがあるのか、機能、必要

性、個人や企業の経済活動における役割と責任などを

理解し、市場の働きと経済について関心を高める。

P127-166 対立と合意、効率と公正、分業と交

換、希少性

・P.165「市内の給食センターですべての学校の給食を作る」という

のは、「効率性」と「公平性」のグラフにおいてどこに位置するか

・クラスでの昼食の時間のあり方について改善できる点はないか意見

交換

・消費税と資本主義経済を「効率性」と「公平性」の観点から考える

(ｱ) 身近な消費生活を中心に経済

活動の意義について理解すること

経済活動が一般的に人々が求める財やサービスを生産

し、これらを消費することで生活を成り立たせている

人間の活動であり、経済活動の意義とは、人間の生活

の維持・向上にあり、経済は生活のための手段である

ことを理解。

外国人労働者の増加。人権尊重に基づく労働環境の整備が必要。外国人労働者数の推移（グラ

フ）(P145)【B-1相互依存】【C-1人権】

社会貢献型の投資の仕組み（図）、投資を通じて発展途上国支援や社会問題の解決にも通じる社

会貢献型投資が注目されている(P155)【B-1相互依存】【C-4開発】【D-3社会参加】

アメリカの住宅価格の下落から始まった不況は世界中に広がり、2008年に世界同時不況を招きま

した。混乱するニューヨーク株式市場（写真）、主な国の経済成⾧率推移、失業率推移（グラ

フ）(P162)【B-1相互依存】

●

○

●

○

● ○

(ｲ) 市場経済の基本的な考え方に

ついて理解すること。その際、市

場における価格の決まり方や資源

の配分について理解すること。

「個人や企業の経済活動が様々な条件の中で行われて

いることや、市場の取引が貨幣を通して行われている

ことを理解。

(ｳ) 現代の生産や金融などの仕組

みや働きを理解すること

家計と企業の関連に着目しながら、人々が求める財や

サービスを作り出す生産が、家計によって提供される

労働や資源の投入により企業を中心として行われるこ

とを理解。

(ｴ) 勤労の権利と義務、労働組合

の意義及び労働基準法の精神につ

いて理解すること

勤労が国民の権利であり義務であることや職業選択の

自由が保障されていることと関連付けて理解するとと

もに、正しい勤労観や職業観の基礎を培うことが必

要。

D 未来への選択
学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方 「見方・考え方」を働かせる「問い」または「学習活動」

JICA関連記載

A 私たちと現代社会

巻頭

(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特色

位置や空間的な広がり、推移や変化など

に着目して、課題を追及したり解決した

りする活動を通して、次の事項を身につ

ける
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(2) 現代社会を捉える枠組み

対立と合意、効率と公正などに着目し

て、次の事項を身につけることができる

ア

 

知

識

の

習

得

B 私たちと経済

(1) 市場の働きと経済

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける

ア

 

知

識

の

習

得

学習指導要領 教材
その他

国際協力・援助

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力隊 その他

(ｱ) 個人や企業の経済活動におけ

る役割と責任について多面的・多

角的に考察し、表現すること

「起業についてふれるとともに、経済活動や起業など

を支える金融の働きについて取り扱うこと」を通して

多面的・多角的に考察し、表現できる。

(ｲ) 社会生活における職業の意義

と役割及び雇用と労働条件の改善

について多面的・多角的に考察

し、表現すること

「仕事と生活の調和という観点から労働保護立法につ

いても触れること」をとおし、多面的・多角的に考察

し、上限できるようにする。

国民の生活と福祉の向上を図ることに向けて、なぜす

べての経済活動を市場の働きだけに任せることができ

ないのか、国や地方自治体の役割、財政や租税の役割

など市場の働きに委ねることが難しい諸問題を理解す

る。

P167-190 ・P.189義足会社立ち上げに関する文章を読んで、

①会社立ち上げ時の創業者の思いを考える

②なぜこの会社に全国から就職希望者が訪れるようになったのか考え

る

・国や地方自治体による国民への支援と、民間企業による事業を比べ

て、似てる点や異なる点を挙げる

・社会的弱者に対して、将来どのような取り組みが必要となるか。

「国や地方自治体」、「民間企業」に２つの立場から考察する

(ｱ) 社会資本の整備、公害の防止

などの環境保全、少子高齢社会に

おける社会保障の充実・安定化、

消費者の保護について、それらの

意義を理解する

社会資本が多くの経済活動を円滑に進めるために必要

な基礎的施設として、間接的に経済の発展に役立つこ

とを理解するとともに、福祉の向上を図るうえで生活

に関連した社会資本の充実が必要であることを理解。

バリアフリー、ユニバ―サルデザイン。企業や多言語で示された空港の案内（写真）(P176)【A-

3多文化共生】【B-1相互依存】

グローバル化する経済社会。その影響・弊害（モノカルチャー化等）。日本のスターバックス、

アメリカで展開する日本のゲーム会社、TPP記者会見（写真）、日本の多国籍企業の資産と従業

員の海外比率、製造業の海外生産比率（グラフ）(P182)【B-1相互依存】

貿易がもたらすもの。自由貿易協定。ワインの値下げ（写真）(P186)【B-1相互依存】

義肢制作会社のコラム、モンゴルの少年に送った義足（写真）(P189)【B-1相互依存】

● ○

●

●

●

(ｲ) 財政及び租税の意義、国民の

納税の義務について理解する

財政が社会資本の整備や外交、防衛などの公共財の提

供によって、持続可能な社会の形成に資することも念

頭に、人々の生活を保障する国民福祉の観点に立って

行われるべきであることを理解するとともに、国民生

活に大きな影響力をもつ財政を支える租税の意義や税

精度の基礎を理解する。

(ｱ) 市場の働きに委ねることが難

しい諸問題に関して、国や地方公

共団体が果たす役割について多面

的・多角的に考察、構想し、表現

する

社会資本の整備、環境保全、少子高齢化社会における

社会保障の充実・安定化、国や地方自治体に任せたほ

うが効率的な問題、市場の働きだけでは解決が難しい

問題について多面的・多角的に考察、表現する

(ｲ) 財政及び租税の役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

財源の確保と配分という観点から、財政の現状や少子

高齢社会など現代社会の特色を踏まえて財政の持続可

能性と関連付けて考察、表現する

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、政治および法に関する様々な事象を捉える

問題の追及を通し、日本国憲法の基本的な考え方や我

が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていること

の意義について理解する

P37-80 対立と合意、効率と公正、個人の尊

重、法の支配、民主主義

・P.79日本国憲法に定められた自由や権利の中から、自分にとって重

要だと思う物を６つ選び、ピラミッドランキングを完成させる、また

そのようなピラミッドになった理由を自分の言葉で説明する

・グループでも同様のことを行う

・「法の支配」がなぜ大事なのか、自分たちで作成したピラミッドラ

ンキングをもとに説明する

(ｱ) 人間の尊重についての考え方

を、基本的人権を中心に深め、法

の意義を理解する

民主主義は、個人の尊重あるいは個人の尊厳を基礎と

し、すべての国民の自由と平等が確保されて実現する

ものであることを理解を深める。

外国人と参政権、公務員への採用（コラム）(P47)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】【C-1人

権】

外国人に対する差別。韓国・朝鮮の伝統芸能（写真）、日本に住む外国人数の推移（グラフ）。

P55 ヘイトスピーチ（コラム・写真）(P49)【A-3多文化共生】【C-1人権】（※なお、部落・ア

イヌ民族差別、性差別、障がい者差別、LGBTに関する記載もあり）

人権問題は国際社会の問題。世界人権宣言・国際人権規約。国境を超える取り組み、持続可能な

開発目標（SDGs）採択。子供の権利条約。ロヒンギャ難民（写真）、人権に関する条約、子供の

死亡率（グラフ）(P70)【C-1人権】【C-4開発】

自衛隊とその役割。国連平和維持活動への派遣、災害時支援活動での活躍。国際平和協力業務

（写真）(P73)【C-3平和】【D-3社会参加】

日米安保条約。日本の国際貢献に係る議論、国際平和協力法。平和主義への評価と平和維持活動

への参加の期待。コスタリカの憲法に見る平和条項。日本にある米軍基地、自衛隊の海外での活

動（地図）、日米合同演習、米準基地での住民交流（写真）(P74)【B-1相互依存】【C-3平和】

日本の平和主義の現状(P76)【C-3平和】

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

○

○

国境を越えて活

動するNGO(P71)

自衛隊の国連平

和維持活動派

遣、国内外災害

支援活動(P73)

(ｲ) 民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切であ

ることを理解する

民主的な社会における法は国民生活の安定と福祉の向

上を目指し、このような「法に基づく政治」が民主政

治の原理となっていることを理解する。

(ｳ) 日本国憲法が基本的人権の尊

重、国民主権及び平和主義を基本

的原則としていることについて理

解する

「基本的人権の尊重」が日本国憲法の基本的原則と

なっていることについて、基本的人権の理念が、人類

の多年にわたる自由獲得の努力の成果であること、国

の政治や人々の社会生活を具体的に律する有効な指針

であることにより理解する。

(ｴ) 日本国及び日本国民統合の象

徴としての天皇の地位と天皇の国

事に関する行為について理解する

国民主権と関連させながら、天皇が日本国および日本

国民統合の象徴であること、内閣の助言と承認によっ

て行われる天皇の国事行為の特色について理解する。
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(ｱ) 我が国の政治が日本国憲法に

基づいて行われていることの意義

について多面的・多角的に考察

し、表現する

法の意義および法に基づく政治の理解をもとに、日本

国憲法が最高法規であることや、日本国憲法に基づく

政治によって民主的な政治が行われるということを理

解する。

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、民主政治の促進と公正な世論の形成や選挙

など国民の政治参加との関連について考察、表現す

る。

P81-126 対立と合意、効率と公正、個人の尊重

と法の支配、民主主義

・P.124「衆議院議員選挙における年代別の投票率の推移」のグラフ

をもとに

①各年代に注目して、読み取れること

②どの時代も若年層の投票率が低い理由を考えて説明する

③年齢の上昇に伴い投票率が高くなる理由について考えられることを

整理する

④高齢者の投票率が高いと、どのような政策が選択され、どのような

ことが課題となるか考える

⑤グラフから読み解取れる課題の解決に向けて考えたことをまとめ、

意見を交換する

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助「見方・考え方」を働かせる「問い」または「学習活動」 教材
A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

(2) 国民の生活と政府の役割

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける
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C 私たちと政治

(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原則

対立と合意、効率と構成、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目して、次

の事項を身につける
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・
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の

習

得

(2) 民主政治と政治参加

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目し、次の

事項を身につける



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力隊 その他

(ｱ) 国会を中心とする我が国の民

主政治の仕組みのあらましや政党

の役割を理解する

民主政治とそれを支える国民という観点から基本的事

項について理解できるようにする。

川崎市の「外国人市民代表者会議」の仕組み（図）、外国人市民代表者会議による会見（写真）

(P121)【A-3多文化共生】

●

(ｲ) 議会制民主主義の意義、多数

決の原理とその運用の在り方につ

いて理解する

国民の代表者によって構成される議会で国の基本的な

政策を決定する議会制民主主義が我が国の政治の原則

となっていること、議会制民主主義を守り発展させよ

うとする努力が必要なことを理解する。

(ｳ) 国民の権利を守り、社会の秩

序を維持するために、法に基づく

公正な裁判の保障があることにつ

いて理解する

法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ、

社会の秩序が維持されていること、そのために司法権

の独立と法による裁判が憲法で保障されていることを

理解する。

(ｴ) 地方自治の基本的な考え方に

ついて理解する。その際、地方公

共団体の政治の仕組み、住民の権

利や義務について理解する

住民自治を基本とする地方自治の考え方について理解

する。
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(ｱ) 民主政治の推進と、公正な世

論の形成や選挙など国民の政治参

加との関連について多面的・多角

的に考察、構想し、表現する

民主政治を推進するためには、公正な世論の形成や選

挙など国民の政治参加が必要になること、国民の意思

を国政や地方の政治に十分反映させることが必要であ

り、主体的に政治に参画することについて多面的・多

角的に考察、表現する。

現実の国際社会に関する理解を基に考察し、課題を追

求することを通して、世界の平和と人類の福祉の増大

のために熱意と協力の態度を育成する。

P191-226 対立と合意、効率と公正、協調、持続

可能性

・P.225グループになり、それぞれ先進国(日本)の「政府」、「企

業」、「民間組織」、「学生」という４つの立場にたって、課題の全

体像とどこに問題があるのかを把握する(フィッシュボーン図を活用

する)

・それぞれの立場から何ができるのかをグループで話しあって整理

し、提言としてまとめる

(ｲ) 地球環境、資源・エネル

ギー、貧困などの課題の解決のた

めに経済的、技術的な協力などが

大切なことを理解する

環境汚染や自然破壊が地域や国家の問題であるととも

に、地球規模の問題となり国際協力の重要性の高まり

のなかで我が国の貢献が期待されていること、有限で

ある資源・エネルギーが不足しており、省エネやリサ

イクルの必要性が求められていること、経済的な格差

が広がっているとともに人類の福祉の増大を図るため

にはODAをはじめとする我が国の国際貢献が大切であ

ることを理解する。
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(ｱ) 日本国憲法の平和主義を基

に、我が国の安全と防衛、国際貢

献を含む国際社会における我が国

の役割について多面的・多角的に

考察、構想し、表現する

戦争や地域紛争を防止し、世界平和を確立するための

熱意と協力の態度を育成するように指導し、人間の生

命の尊さ、平和の尊さを自覚できるようにすることに

向けて多面的・多角的に考察、表現する。

よりよい社会を築いていくためにはどうしたらよいの

かについて、持続可能な社会を形成するという観点か

ら、自分の考えを説明、論述しこれからの社会参画の

ための手掛かりを得る。

P227-235

ア 私たちがよりよい社会を築い

ていくために解決すべき課題を多

面的・多角的に考察、構想し、自

分の考えを説明する

「身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ」

（内容の取扱い）るなどの工夫を行い，生徒自ら課題

を適切に設定できるようにすることが大切であり、こ

れらの点を踏まえた上で，よりよい社会の形成を視野

に，課題を探究し，その解決に向けて，多面的・多角

的に考察，構想した自分の考えの過程や結果を説明，

論述することを求めている

持続可能な未来とは。SDGsの意義。持続可能な未来に向けた作品・私の提案「自分を変える、社

会を変える」を作成する。SDGsの17の目標（図）(P228)【C-4開発】

持続可能性を妨げる主な課題（表）(P230)【C-4開発】

JICA地球ひろばでの根拠の収集（コラム・写真）(P231)【C-4開発】

●

●

●

JICA地球ひろば

の利用・情報入

手(P231)

持続可能な未来を目指す人々、JICAで働く人からのメッセージ【C-4開発】 ● アフリカで活動

する専門家から

のメッセージ

JICAミャンマー

事務所職員から

のメッセージ

P198 フィリピン

で被災者を診察

する自衛隊医療

チーム

P200 自衛隊の

PKO活動、ユニ

セフが設立した

学校、WHO、ユ

ネスコの活動

P205 NGO

「ピースウィン

ズ・ジャパン」

「シャプラニー

ル」の活動

P209 UNHCRの

難民保護救援

P204 算数を教

える青年協力隊

員

農業の技術指導

(P204)

日本や国際NGO

が開校した学校

で学ぶ少数民族

の子供たち

(P217)

国際政治は国際協調の観点に基づいて国家間の対立の

克服が試みられていることを、「領土、国家主権、国

際連合の働きなど基本的な事項」を踏まえて理解す

る。

(ｱ) 世界平和の実現と人類の福祉

の増大のためには、国際協調の観

点から、国家間の相互の主権の尊

重と協力、各国民の相互理解と協

力及び国際連合をはじめとする国

際機構などの役割が大切であるこ

とを理解する。その際、領土（領

海、領空含む）、国家主権、国際

連合のはたらきなど基本的な事項

について理解する

○

●

○

○

●

●

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

○

フィッシュボーン図、図

（地球環境問題の関わ

り）

P225 グループに分かれて「人口と食糧・水の問題」「資源・エネル

ギーの問題」「地球温暖化の問題」「領土問題」の中からテーマを選

び、課題を解決に近づけるためにはどうしたらよいかを話し合い提言

としてまとめよう。

①4人1組のグループを作りテーマを選ぶ。

②一人ずつ先進国（日本）の「政府」「企業」「民間組織」「学生」

の4つの立場に分かれて考える。

③課題についての全体像と問題のありかを把握する。フィッシュボー

ン図を活用して整理する。

④整理したフィッシュボーン図をグループ内で説明しあう。各立場か

ら課題解決のために何ができるか伝え合う。

⑤各自の図を合わせてグループで1つのフィッシュボーン図を作る

⑥それぞれの立場で何ができるかグループ内で整理し、提言としてま

とめる。クラス内で発表する。

P226 国際社会の平和の実現と課題の解決に向けて、私たちにできる

ことは何だろうか。

①国際社会の平和を妨げているものは何か、なぜ生じているのか、具

体例を挙げながら考えをまとめる。

②現代社会を平和な世の中にするために自分にできることは何か、具

体例を挙げて考えを書き出す。

③図を見て答える。1．発展途上国は「環境保護」「経済発展」どち

らを優先させるべきか、「効率」「公正」の考え方を踏まえながら考

えをまとめる。2．クラスで意見を交換し合う。

「持続不可能」から「持続可能」へ。P193 カードゲームで持続可能な社会を目指す体験(P192)

【C-4開発】

国旗・国歌、国際法の役割。オリンピックの表彰式で掲げられる国旗、国歌を斉唱するサッカー

チーム（写真）(P194)【A-1文化理解】

領土をめぐる問題、解決に向けて。北方領土返還を求めて訴える人たち、日ロ首脳会談、竹島、

尖閣諸島（写真）、北方領土、日本の国土とその周辺（地図）(P196)【C-3平和】【D-1歴史認

識】

積極的な海外援助、日本と近隣諸国との外交関係。自衛隊医療チーム、海上保安庁の巡視船、択

捉島での文化交流会（写真）(P198)【A-2文化交流】【B-1相互依存】【C-3平和】

国連の仕組み・はたらき。PKO活動、WHOによる感染症予防薬投与、ユニセフが設立した学校、

ユネスコによる世界遺産修復工事（写真）(P200)【B-1相互依存】【C-1人権】【C-3平和】【C-

4開発】

世界各地の地域統合。ユーロのデザイン、EUから離脱を求めるイギリス人、ヨーロッパを目指し

て歩く大勢の移民、ASEAN＋３、飼育される肉牛（写真）(P202)【A-3多文化共生】【B-1相互

依存】

日本の国際貢献（ODA）、民間（NGO）が担う国際貢献。平和な国際社会構築への役割。青年海

外協力隊、日本のODAによる農業指導（写真）、青年海外協力隊の派遣地域と分野、主な国の

ODA金額（グラフ）、インドネシアで活躍するNGO、帰国した拉致被害者（写真）(P204)【B-1

相互依存】【C-1人権】【C-3平和】【C-4開発】

非核三原則、核兵器禁止条約と日本。広島でスピーチするオバマ大統領、原爆投下後の広島（写

真）(P206)【C-3平和】

地域紛争、難民問題、シリアの空爆、炎上する世界貿易センタービル（写真）、難民の出身国・

地域別人数（地図）、シエラレオネからの難民を迎える緒方貞子さん（写真）(P208)【C-1人

権】【C-3平和】

さまざまな民族、多様な宗教。世界の宗教別人口の割合（グラフ）、エルサレムの共存と対立

（コラム）(P210)【A-1文化理解】【A-3多文化共生】【C-1人権】

人間の安全保障、南北・南南問題、持続可能な開発目標採択。フェアトレード商品（写真）、マ

イクロクレジットの契約（写真）(P212)【B-1相互依存】【C-1人権】【C-3平和】【C-4開発】

人口増加、食糧・水問題。ハンガーマップ、上総掘りの技術支援による井戸掘り（写真）(P214)

【A-2文化交流】【B-1相互依存】【C-1人権】【C-4開発】

こども・女性や性的少数者に係る国際NGOの支援、国連の支援。平和維持活動（PKO）少数民族

の子供たち、建設現場で働くこども（写真）(P216)【C-1人権】【C-4開発】

環境問題、温暖化。地球サミット、京都議定書、パリ協定の採択。モンブランの氷河、西日本の

森林豪雨被害（写真）(P220)【C-2環境】

持続可能性を妨げるさまざまな課題。宗教対立、児童労働、難民、環境破壊、自然災害激化（写

真）(P222)【C-1人権】【C-2環境】【C-3平和】【C-4開発】

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助「見方・考え方」を働かせる「問い」または「学習活動」 教材
A 多文化社会 B グローバル社

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方

巻末

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

D 私たちと国際社会の諸問題

(1) 私たちと国際社会の諸問題

対立と合意、効率と公正、協調、持続可

能性などに着目して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得

(2) よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向け

て、社会的な見方・考え方を働かせ、課

題を探求する活動を通して、以下の事項

を身につける



別添資料2-16

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

社会・公民的分野
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外

協力隊

その他

巻頭
これからの社会をどんな社会にしたい？-国際社会共通の目標SDGｓｰ(巻頭P.2~3)【C-1人権】【C-2環境】【C-3平和】 【C-

4開発】

〇 〇 〇 ●

現代日本の社会にはどのような特色が見られるか、伝

統や文化は私たちの生活にどのような影響を与えてい

るか、といった現代日本の特色や現代社会における文

化の意義や影響、文化の継承と創造の意義に関する適

切な問いを設け、それらの課題を追及したり解決した

りする活動をとおして、これから公民で扱う現代の社

会的事象について関心を高め、課題を意欲的に追及す

る態度を養う

第1編 私たちと現代社

会(P8-33)

P8-P23

(ｱ) 現代日本の特色として少子高

齢化、情報化、グローバル化など

が見られることを理解する

少子高齢化については、近年の少子化の進行と平均寿

命の伸⾧によってい、我が国の人口構造が変化し、少

子高齢社会・人口減少社会となっていることを理解。

情報化については、高度情報通信ネットワーク社会の

到来により世界中の人々と瞬時にコミュニケーション

をとることが可能になり、様々な情報が公開、発信、

伝達される状況であることを理解。

グローバル化については、大量の資本や人、商品、情

報などが国境を超えて容易に移動できるようになり、

それに伴い国内外に変化が生じていること、各国の相

互依存関係が強まっていること、共存のために相互協

力が必要とされていることを理解。

   1 私たちが生きる

現代社会の特色(P8-

17)

税関のシステム作りに携わる日本人(ミャンマー）(写真）(P12)【B-1相互依存】【B-2情報化】

道後温泉を訪れる外国人旅行者(P12)【B-1相互依存】【A-2文化交流】

多文化共生社会と国際協力 (写真）(P13)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】【C-2環境】

市役所窓口のテレビ電話通訳（写真）(P13)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】

台風被害への国際緊急援助隊による救助活動（フィリピン）（写真）(P13)【B-1相互依存】

推移、変化、位置や

空間的広がり、持続

可能性

P13 グローバル化による社会の

変化を、地理・歴史的な視点に

加えて、政治・経済など多様な

支店に着目して理解する。

・日本の貿易額はどのように変

化しているか。

日本の生産拠点数はどのように

変化しているか

・上記の理由を考える。

日本の貿易額の推移のグ

ラフ、日本企業の国別拠

点数の推移のグラフ

● ●

●

●

●

〇

〇

〇

〇 〇 ・税関のシステム

作りに携わる日本

人(ミャンマー）

(写真）

・台風被害への国

際緊急援助隊によ

る救助活動（フィ

リピン）（写真）

(ｲ) 現代社会における文化の意義

や影響について理解する

私たちは文化によって初めて豊かな生活を享受できる

ことなど、文化が現代社会を規定する大きな要因であ

ることを理解し、社会生活の様々な場面で文化の影響

が見られることを理解。

   2 現代社会の文化

と私たち(P18-23)

宗教の多様性(P19)【A-3多文化共生】【A-1文化理解】

食文化の交流と創造  カリフォルニアロール(写真)、カレー(P22)【A-2文化交流】

文化の多様性への共感と理解

イスラム教徒のためのメニューのある大学の食堂(写真)

ブラジルの食品を扱うスーパーマーケット（写真）(P23)【以上A-3多文化共生】

海外旅行で気をつけること(コラム) (P23)【A-1文化理解】

茶道で交流する日本とルワンダの中学生（写真）(P23)【A-2文化交流】

位置、推移、 P23 グローバル化する社会の中

で、日本の文化を受け継いでい

くためにはどのようなことが大

切か考える。

●

〇

●

●

●

●

(ｱ) 少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが現在と未来の政治、

経済、国際関係に与える影響につ

いて、多面的・多角的に考察し、

表現する

「現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが見られること」の理解をもとに、それら

の知識を活用して考察し、表現できるようにするこ

と。

(ｲ) 文化の継承と創造の意義につ

いて多面的・多角的に考察し、表

現する

「現代社会における文化の意義や影響」の理解をもと

に、それらの知識を活用して考察し、表現できるよう

にすること。

よりよい決定の仕方とは、契約とは、なぜきまりが作

られるのか、といったきまりの意義などに関する理解

を基に考察し課題を追及する活動を通して、概念的な

枠組みの基礎として対立と合意、効率と公正などにつ

いて理解できるようにする。

3 現代社会の見方・

考え方(P24-33)

なし

(ｱ) 現代社会の見方・考え方の基

礎となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

する

「対立」が生じた場合、多様な考え方をもつ人が社会

手段の中で共成り立ちうるように、何らかの決定を行

い「合意」に至る努力がなされていることについて理

解。さらに「合意」がなされるためには、「効率」や

「公正」などの考え方が代表的な判断基準となる。

個人の尊重

対立と合意

効率と公正

(ｲ) 人間は本来社会的存在である

ことを基に、個人の尊厳と両性の

本質的平等、契約の重要性やそれ

を守ることの意義及び個人の責任

について理解する

人間は一人で生きているのではなく、様々な社会集団

を形成し、その一員として生活していることを意味

し、人は様々な社会集団㋑おいて協力してよりよい生

活を営む努力をしていることを理解する。

対立と合意

効率と公正

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

(ｱ) 社会生活における物事の決定

の仕方、契約を通した個人と社会

との関係、きまりの役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

「現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして

の対立と合意、効率と公正について」や「個人の尊厳

と両性の本質的平等、契約の重要性や守ることの意義

や責任」の理解をもとに、多面的・多角的に考察して

表現する

JICA関連記載 その他

国際協力・援助

(2) 現代社会を捉える枠組み

対立と合意、効率と公正などに着目し

て、次の事項を身につけることができる

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

A 私たちと現代社会
(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特

色

位置や空間的な広がり、推移や変化など

に着目して、課題を追及したり解決した

りする活動を通して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・
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現

力

等

の

習

得

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

ア

 

知

識

の

習

得



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外

協力隊

その他

経済活動の意義について消費生活を中心に学びなが

ら、なぜ市場掲載の仕組みがあるのか、機能、必要

性、個人や企業の経済活動における役割と責任などを

理解し、市場の働きと経済について関心を高める。

第3篇 私たちの生活

と経済

P122-159

(ｱ) 身近な消費生活を中心に経済

活動の意義について理解すること

経済活動が一般的に人々が求める財やサービスを生産

し、これらを消費することで生活を成り立たせている

人間の活動であり、経済活動の意義とは、人間の生活

の維持・向上にあり、経済は生活のための手段である

ことを理解。

1  経済のしくみと消費

生活(P124-135)

2 生産の場としての企

業(P136-153)

グローバル化によって求められる外国人労働者 外国人労働者の受け入れを拡大していくためのしくみづくり(P149)【A-3多

文化共生】【B-1相互依存】

希少性

分業と交換

効率と公正

P142 グローバル化する企業の

活動には、どのような変化と課

題があるだろうか。企業活動の

意義を、国境を超えた分業と交

換に着目して理解しよう

● 〇

(ｲ) 市場経済の基本的な考え方に

ついて理解すること。その際、市

場における価格の決まり方や資源

の配分について理解すること。

「個人や企業の経済活動が様々な条件の中で行われて

いることや、市場の取引が貨幣を通して行われている

ことを理解。

(ｳ) 現代の生産や金融などの仕組

みや働きを理解すること

家計と企業の関連に着目しながら、人々が求める財や

サービスを作り出す生産が、家計によって提供される

労働や資源の投入により企業を中心として行われるこ

とを理解。

3 金融のしくみとお金

の大切さ(P154-159)

希少性

分業と交換

対立と合意

効率と公正
(ｴ) 勤労の権利と義務、労働組合

の意義及び労働基準法の精神につ

いて理解すること

勤労が国民の権利であり義務であることや職業選択の

自由が保障されていることと関連付けて理解するとと

もに、正しい勤労観や職業観の基礎を培うことが必

要。

(ｱ) 個人や企業の経済活動におけ

る役割と責任について多面的・多

角的に考察し、表現すること

「起業についてふれるとともに、経済活動や起業など

を支える金融の働きについて取り扱うこと」を通して

多面的・多角的に考察し、表現できる。

(ｲ) 社会生活における職業の意義

と役割及び雇用と労働条件の改善

について多面的・多角的に考察

し、表現すること

「仕事と生活の調和という観点から労働保護立法につ

いても触れること」をとおし、多面的・多角的に考察

し、上限できるようにする。

国民の生活と福祉の向上を図ることに向けて、なぜす

べての経済活動を市場の働きだけに任せることができ

ないのか、国や地方自治体の役割、財政や租税の役割

など市場の働きに委ねることが難しい諸問題を理解す

る。

(ｱ) 社会資本の整備、公害の防止

などの環境保全、少子高齢社会に

おける社会保障の充実・安定化、

消費者の保護について、それらの

意義を理解する

社会資本が多くの経済活動を円滑に進めるために必要

な基礎的施設として、間接的に経済の発展に役立つこ

とを理解するとともに、福祉の向上を図るうえで生活

に関連した社会資本の充実が必要であることを理解。

4 財政と国民の福祉

(P160-175)

環境を保つための技術革新(P171)【B-1相互依存】【C-2環境】【C-4開発】 〇 ● 〇

(ｲ) 財政及び租税の意義、国民の

納税の義務について理解する

財政が社会資本の整備や外交、防衛などの公共財の提

供によって、持続可能な社会の形成に資することも念

頭に、人々の生活を保障する国民福祉の観点に立って

行われるべきであることを理解するとともに、国民生

活に大きな影響力をもつ財政を支える租税の意義や税

精度の基礎を理解する。

(ｱ) 市場の働きに委ねることが難

しい諸問題に関して、国や地方公

共団体が果たす役割について多面

的・多角的に考察、構想し、表現

する

社会資本の整備、環境保全、少子高齢化社会における

社会保障の充実・安定化、国や地方自治体に任せたほ

うが効率的な問題、市場の働きだけでは解決が難しい

問題について多面的・多角的に考察、表現する

(ｲ) 財政及び租税の役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

財源の確保と配分という観点から、財政の現状や少子

高齢社会など現代社会の特色を踏まえて財政の持続可

能性と関連付けて考察、表現する

JICA関連記載 その他

国際協力・援助学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択

B 私たちと経済

(1) 市場の働きと経済

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける
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(2) 国民の生活と政府の役割

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける
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知

識

の

習

得
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1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外

協力隊

その他

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、政治および法に関する様々な事象を捉える

問題の追及を通し、日本国憲法の基本的な考え方や我

が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていること

の意義について理解する

第2編 第1部 私たち

の生活と政治(P34-77)

(ｱ) 人間の尊重についての考え方

を、基本的人権を中心に深め、法

の意義を理解する

民主主義は、個人の尊重あるいは個人の尊厳を基礎と

し、すべての国民の自由と平等が確保されて実現する

ものであることを理解を深める。

1 法に基づく政治と日

本国憲法(P36-43)

2 日本国憲法と基本的

人権(P44-69)

3 日本の平和主義

(P70-77)

日本に住む外国人が暮らしやすい環境づくり(P49)【A-3多文化共生】

差別のない社会へ（在日韓国・朝鮮人、生野コリアタウン(写真）(P52-53)【A-3多文化共生】【C-1人権】【D-1歴史認識】

シリア難民のために開かれた教室で勉強する子供たち(ヨルダン)（写真）、国会議員選挙で投票する女性（アフガニスタン）

（写真）(P64)【C-1人権】

マララさんの国連での演説（写真）(P64)【C-1人権】【C-3平和】

国際社会が取り組むべき人権保障（環境問題、貧困問題、移民労働者の権利の問題など）、南スーダンの子供兵士(写

真)(P65)【C-1人権】【C-2環境】

児童（子ども）の権利条約（コラム）(P65)【C-1人権】

ソマリア沖の海賊対策（写真）(P72)【B-1相互依存】【C-3平和】

沖縄と基地問題（コラム、写真）(P73)【C-1人権】【D-1歴史認識】

自衛隊の国際貢献 国連の平和維持活動への参加や人道復興支援のための広報支援活動など(P73 )【B-1相互依存】【B-2情

報化】【C-1人権】【C-3平和】

対立と合意

民主主義

法の支配

P64 人権の国際的な補償が課題

とされる中、どのような取り組

みがなされているか、グローバ

ル化した社会で起こる課題を個

人の尊重に着目して考える

P71 日本の平和主義の考え方を

書き出す。そしてその考え方と

世界とのつながりを説明する

P73 日本の安全保障と国際貢献

の考え方の変化について、国際

情勢の変化に着目して考える

●

〇

●

●

〇 ●

●

●

●

●

●

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

・自衛隊の国際貢

献 国連の平和維

持活動への参加や

人道復興支援のた

めの広報支援活動

など

(ｲ) 民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切であ

ることを理解する

民主的な社会における法は国民生活の安定と福祉の向

上を目指し、このような「法に基づく政治」が民主政

治の原理となっていることを理解する。

(ｳ) 日本国憲法が基本的人権の尊

重、国民主権及び平和主義を基本

的原則としていることについて理

解する

「基本的人権の尊重」が日本国憲法の基本的原則と

なっていることについて、基本的人権の理念が、人類

の多年にわたる自由獲得の努力の成果であること、国

の政治や人々の社会生活を具体的に律する有効な指針

であることにより理解する。

(ｴ) 日本国及び日本国民統合の象

徴としての天皇の地位と天皇の国

事に関する行為について理解する

国民主権と関連させながら、天皇が日本国および日本

国民統合の象徴であること、内閣の助言と承認によっ

て行われる天皇の国事行為の特色について理解する。
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(ｱ) 我が国の政治が日本国憲法に

基づいて行われていることの意義

について多面的・多角的に考察

し、表現する

法の意義および法に基づく政治の理解をもとに、日本

国憲法が最高法規であることや、日本国憲法に基づく

政治によって民主的な政治が行われるということを理

解する。

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、民主政治の促進と公正な世論の形成や選挙

など国民の政治参加との関連について考察、表現す

る。

第2編 第2部 私たち

の生活と政治(P78-

121)

(ｱ) 国会を中心とする我が国の民

主政治の仕組みのあらましや政党

の役割を理解する

民主政治とそれを支える国民という観点から基本的事

項について理解できるようにする。

1 民主政治と政治参加

(P78-87)

2 国の政治のしくみ

(P88-107)

3 くらしを支える地方

自治(P108-121)

共助  災害の際に遠く外国からも届く善意(P96)【B-1相互依存】 民主主義

法の支配

効率と公正

対立と合意

個人の尊重

●

(ｲ) 議会制民主主義の意義、多数

決の原理とその運用の在り方につ

いて理解する

国民の代表者によって構成される議会で国の基本的な

政策を決定する議会制民主主義が我が国の政治の原則

となっていること、議会制民主主義を守り発展させよ

うとする努力が必要なことを理解する。

(ｳ) 国民の権利を守り、社会の秩

序を維持するために、法に基づく

公正な裁判の保障があることにつ

いて理解する

法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ、

社会の秩序が維持されていること、そのために司法権

の独立と法による裁判が憲法で保障されていることを

理解する。

(ｴ) 地方自治の基本的な考え方に

ついて理解する。その際、地方公

共団体の政治の仕組み、住民の権

利や義務について理解する

住民自治を基本とする地方自治の考え方について理解

する。
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(ｱ) 民主政治の推進と、公正な世

論の形成や選挙など国民の政治参

加との関連について多面的・多角

的に考察、構想し、表現する

民主政治を推進するためには、公正な世論の形成や選

挙など国民の政治参加が必要になること、国民の意思

を国政や地方の政治に十分反映させることが必要であ

り、主体的に政治に参画することについて多面的・多

角的に考察、表現する。

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援助

(2) 民主政治と政治参加

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目し、次の

事項を身につける

C 私たちと政治

(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原

則

対立と合意、効率と構成、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目して、次

の事項を身につける

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

ア

 

知

識

・

技

能

の

習
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1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外

協力隊

その他

現実の国際社会に関する理解を基に考察し、課題を追

求することを通して、世界の平和と人類の福祉の増大

のために熱意と協力の態度を育成する。

第4編 私たちと国際

社会(P176-211)

(ｲ) 地球環境、資源・エネル

ギー、貧困などの課題の解決のた

めに経済的、技術的な協力などが

大切なことを理解する

環境汚染や自然破壊が地域や国家の問題であるととも

に、地球規模の問題となり国際協力の重要性の高まり

のなかで我が国の貢献が期待されていること、有限で

ある資源・エネルギーが不足しており、省エネやリサ

イクルの必要性が求められていること、経済的な格差

が広がっているとともに人類の福祉の増大を図るため

にはODAをはじめとする我が国の国際貢献が大切であ

ることを理解する。

地球規模の環境問題 アブラヤシの植林のために伐採された森林（マレーシア・写真）、氷河の縮小（スイス・写真）

(P204)【C-2環境】

国連人間環境会議、京都議定書、パリ協定(P205)【A-3多文化共生】【C-2環境】

日本のNGOによる食糧支援（イエメン・写真）(P206)【B-1相互依存】

SDGsの目標実現のための国際協力(P206)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】

プラスチックによる海洋汚染に立ち向かう（神奈川県）（コラム）(P207)【C-2環境】【D-3社会参加】

効率と公正

持続可能性

P205 パリ協定はどのような点

で新しい合意か。

P207 SDGsを達成するために

は、どのような取り組みが必要

か。

P208 地球温暖化に対して、日

本は国際社会の中でどのような

役割を担っていくべきか、考え

てみよう

●

〇

●

〇

●

〇

〇

● 日本のNGOによ

る食糧支援（イエ

メン・写真）
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(ｱ) 日本国憲法の平和主義を基

に、我が国の安全と防衛、国際貢

献を含む国際社会における我が国

の役割について多面的・多角的に

考察、構想し、表現する

戦争や地域紛争を防止し、世界平和を確立するための

熱意と協力の態度を育成するように指導し、人間の生

命の尊さ、平和の尊さを自覚できるようにすることに

向けて多面的・多角的に考察、表現する。

よりよい社会を築いていくためにはどうしたらよいの

かについて、持続可能な社会を形成するという観点か

ら、自分の考えを説明、論述しこれからの社会参画の

ための手掛かりを得る。

第5編 私たちの課題

(P212-220)

ア 私たちがよりよい社会を築い

ていくために解決すべき課題を多

面的・多角的に考察、構想し、自

分の考えを説明する

「身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ」

（内容の取扱い）るなどの工夫を行い，生徒自ら課題

を適切に設定できるようにすることが大切であり、こ

れらの点を踏まえた上で，よりよい社会の形成を視野

に，課題を探究し，その解決に向けて，多面的・多角

的に考察，構想した自分の考えの過程や結果を説明，

論述することを求めている

その他

国際協力・援助学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方
「見方・考え方」を働かせる

「問い」または「学習活動」
教材

A 多文化社会 B グローバル社 C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載

・ユニセフの教育

支援

・国連の目的とは

たらき

・政府開発援助

（ODA）の拡

大、ODAの国際

比較、日本が

ODA支援を行っ

た国々（地図）、

世界平和維持活動

（PKO)

・日本の企業によ

るタンザニアでの

蚊帳の普及活動

・PKOでスーダ

ンの道路整備を行

う自衛隊

モザン

ビークで

の青年海

外協力隊

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

〇

〇

〇

D 私たちと国際社会の諸問題

(1) 私たちと国際社会の諸問題

対立と合意、効率と公正、協調、持続可

能性などに着目して、次の事項を身につ

ける
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の
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得

(2) よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向け

て、社会的な見方・考え方を働かせ、課

題を探求する活動を通して、以下の事項

を身につける

P187 国連の総会では加盟国の

人口や経済規模の大小にかかわ

らず、等しく1国が1票を持つ。

その理由はなぜか、考える。

P190 宗教や文化の多様性を相

互に尊重することの意味につい

て国際協調に着目して考える

P195 東アジアの安定のため

に、日本はどのような政策を

とっていくべきか。対立と協調

の観点から考えよう

P197 核兵器の削減に向けた国

際社会の取り組みをまとめよう

P199 日本のODAの特徴をつか

む。タイとミャンマーへのODA

の違いは何か。なぜ日本政府の

支援のしかたが国によって違う

のか。一人当たりGDPとの関係

から理由を考えよう

持続可能性

対立と合意

国際協調

架空の国を題材にした漫画(P177)【A-3多文化共生】【C-1人権】【C-3平和】

一枚のシャツから考える環境・経済・社会問題(P178)【B-1相互依存】【C-1人権】【C-2環境】

バングラデシュの縫製工場で働く人々、同国の縫製工場で起きた事故(写真) (P178)【B-1相互依存】【C-1人権】

高潮で冠水したベネツィア(写真) (P179)【C-2環境】

エジプトの高層ビルとスラム(写真) (P179)【C-1人権】【C-4開発】

持続可能な社会の実現のために取り組まなければいけない課題(P179)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】【C-1人権】【C-2

環境】【C-3平和】

国際協調(P181)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】【C-3平和】

カタルーニャ州の独立を求めてデモを行う人々（写真）(P181)【C-1人権】【D-1歴史認識】

日本の領土をめぐる問題(図、写真)(P182-185)【A-1文化理解】【C-3平和】【D-1歴史認識】

世界の領土問題とその解決。パレスチナ、クリミア、カシミール、南沙諸島(P185)【B-1相互依存】【C-3平和】【D-1歴史

認識】

平和的に領土問題が解決された例。バレンツ海(ロシア・ノルウェー)、ペドラ・ブランカ島（シンガポール・マレーシア）

(P185)【B-1相互依存】【C-3平和】

カンボジアの文化財保護の奨励、ユニセフによるイラクでの教育支援、ポーランドでの環境問題に関する会議、東ティモール

での開票作業の監視（以上写真）(P186)【B-1相互依存】【C-2環境】【C-3平和】

国連の目的とはたらき(P186-187)【B-1相互依存】【C-1人権】【C-3平和】【C-4開発】

地域統合と地域協力の動き APEC、ASEAN、EUなど(P188-189)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】【C-3平和】

ASEAN+3（日本、中国、韓国）の会議(写真) (P188)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】【C-3平和】

世界の文化・宗教（写真） 世界の宗教分布(P190)【A-3多文化共生】【A-1文化理解】

パレスチナ問題（コラム、写真）(P191)【A-3多文化共生】【C-1人権】【C-3平和】

破壊された世界遺産（シリア）(写真)(P191) 【A-3多文化共生】【C-3平和】

東京2020オリンピック・パラリンピック大会(P192-193)【A-2文化交流】

特別支援学校でのコンサート(写真)(P193) 【A-2文化交流】

国内紛争、地域紛争、国家とテロ組織の戦争(P194)【A-3多文化共生】【C-3平和】

空爆を受けたシリアの町、パキスタンの選挙の投票所を狙った自爆テロ(写真)(P194) 【C-3平和】

難民の受け入れをめぐる対立(P195)【C-1人権】【C-3平和】

アラブの春(P195)【C-1人権】【C-3平和】

東アジアの変化と課題 中国、朝鮮半島、日本人拉致被害者問題(写真)(P195)【C-3平和】

被爆者と抱擁するアメリカの大統領（写真）(P196)【C-3平和】

地雷で足を失ったこども、被爆体験を語り継ぐ取り組み（写真）(P197)【C-1人権】【C-3平和】

モザンビークでの青年海外協力隊(写真)(P198)【B-1相互依存】【A-2文化交流】

政府開発援助（ODA）の拡大、ODAの国際比較、日本がODA支援を行った国々（地図）、世界平和維持活動（PKO）(P198-

199)【B-1相互依存】【C-3平和】【C-4開発】

日本の企業によるタンザニアでの蚊帳の普及活動（写真）(P198)【A-2文化交流】【B-1相互依存】【C-4開発】

人間の安全保障、日本が国連に設置した人間の安全保障基金(P199)【B-1相互依存】【C-1人権】

PKOでスーダンの道路整備を行う自衛隊(写真)(P199) 【B-1相互依存】【C-4開発】

発展途上国の現状 世界の飢餓状況（地図）、飢餓に苦しむ子供（写真）、水汲みをする子供たち（写真）、経済格差とその

解消の問題（南北問題）、世界銀行(P200)【B-1相互依存】【C-1人権】【C-4開発】

目ざましい経済発展を遂げるASEAN諸国やBRICS諸国、南南問題、南南協力、中国の政治と経済（コラム）、マイクロクレ

ジット（写真）(P201)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】【C-3平和】

1 国家と国際社会

(P178-193)

2 国際社会の課題と私

たちの取り組み(P194-

211)

国際政治は国際協調の観点に基づいて国家間の対立の

克服が試みられていることを、「領土、国家主権、国

際連合の働きなど基本的な事項」を踏まえて理解す

る。

(ｱ) 世界平和の実現と人類の福祉

の増大のためには、国際協調の観

点から、国家間の相互の主権の尊

重と協力、各国民の相互理解と協

力及び国際連合をはじめとする国

際機構などの役割が大切であるこ

とを理解する。その際、領土（領

海、領空含む）、国家主権、国際

連合のはたらきなど基本的な事項

について理解する



別添資料2-17

教科書における国際教育関連記載事項抜き出しリスト

社会・公民的分野
⇒公民的な見方・考え方：社会事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること

※教科書記載事項の列の【】内は、その抜き出したトピックが当てはまる「国際理解教育の実践的枠組み」の分類を表す。その中で下線がついているものが主な分類、下線がないものは付随的な分類となる。

1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力

隊

その他

これからの社会をどんな社会にしたい？-国際社会共通の目標SDGｓｰ(巻頭P.2~3)【C-1人権】【C-2環境】【C-3平和】

【C-4開発】

〇 〇 〇 ●

現代日本の社会にはどのような特色が見られるか、伝

統や文化は私たちの生活にどのような影響を与えてい

るか、といった現代日本の特色や現代社会における文

化の意義や影響、文化の継承と創造の意義に関する適

切な問いを設け、それらの課題を追及したり解決した

りする活動をとおして、これから公民で扱う現代の社

会的事象について関心を高め、課題を意欲的に追及す

る態度を養う

第1章 私たちの生活と現代社会(P7-34) ・人口ピラミッドを見て答える

(1) 日本の年齢別人口構成は将来どのように変化していくと

推測されるか。年少人口、生産年齢人口、高齢者人口につ

いてそれぞれ述べよ

(2) (1)のように変化していった結果、福祉関係でどのような

深刻な問題が発生すると考えられるか。

・地域の人々との交流が必要であるとよく言われるが、な

ぜ必要だと思うか。具体例を挙げて考えを述べよ

図(人口ピラミッド）

(ｱ) 現代日本の特色として少子高

齢化、情報化、グローバル化など

が見られることを理解する

少子高齢化については、近年の少子化の進行と平均寿

命の伸⾧によってい、我が国の人口構造が変化し、少

子高齢社会・人口減少社会となっていることを理解。

情報化については、高度情報通信ネットワーク社会の

到来により世界中の人々と瞬時にコミュニケーション

をとることが可能になり、様々な情報が公開、発信、

伝達される状況であることを理解。

グローバル化については、大量の資本や人、商品、情

報などが国境を超えて容易に移動できるようになり、

それに伴い国内外に変化が生じていること、各国の相

互依存関係が強まっていること、共存のために相互協

力が必要とされていることを理解。

第1節 私たちの生活と現代社会(P7-17) 世界文化遺産サグラダ・ファミリアの主任彫刻家、外尾悦郎さん(写真) (P10)【A-2文化交流】

グローバル化の課題、国際協力と国家存立(P10)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】

よき国際人であるためには、よき日本人であれ(曽野綾子著書より抜粋) (P11)【A-1文化理解】

P8 マスメディアを活用して訪日外国人観光客について調べ

る

P11 グローバル化の時代に求められる国際人の資質につい

て考える

● ● 〇 ●

(ｲ) 現代社会における文化の意義

や影響について理解する

私たちは文化によって初めて豊かな生活を享受できる

ことなど、文化が現代社会を規定する大きな要因であ

ることを理解し、社会生活の様々な場面で文化の影響

が見られることを理解。

(ｱ) 少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが現在と未来の政治、

経済、国際関係に与える影響につ

いて、多面的・多角的に考察し、

表現する

「現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グロー

バル化などが見られること」の理解をもとに、それら

の知識を活用して考察し、表現できるようにするこ

と。

(ｲ) 文化の継承と創造の意義につ

いて多面的・多角的に考察し、表

現する

「現代社会における文化の意義や影響」の理解をもと

に、それらの知識を活用して考察し、表現できるよう

にすること。

よりよい決定の仕方とは、契約とは、なぜきまりが作

られるのか、といったきまりの意義などに関する理解

を基に考察し課題を追及する活動を通して、概念的な

枠組みの基礎として対立と合意、効率と公正などにつ

いて理解できるようにする。

第2節 現代社会の文化と私たちの生活

(P18-34)

(ｱ) 現代社会の見方・考え方の基

礎となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

する

「対立」が生じた場合、多様な考え方をもつ人が社会

手段の中で共成り立ちうるように、何らかの決定を行

い「合意」に至る努力がなされていることについて理

解。さらに「合意」がなされるためには、「効率」や

「公正」などの考え方が代表的な判断基準となる。

(ｲ) 人間は本来社会的存在である

ことを基に、個人の尊厳と両性の

本質的平等、契約の重要性やそれ

を守ることの意義及び個人の責任

について理解する

人間は一人で生きているのではなく、様々な社会集団

を形成し、その一員として生活していることを意味

し、人は様々な社会集団㋑おいて協力してよりよい生

活を営む努力をしていることを理解する。

力

・

判

断

力

・

表

現

力

(ｱ) 社会生活における物事の決定

の仕方、契約を通した個人と社会

との関係、きまりの役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

「現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして

の対立と合意、効率と公正について」や「個人の尊厳

と両性の本質的平等、契約の重要性や守ることの意義

や責任」の理解をもとに、多面的・多角的に考察して

表現する

経済活動の意義について消費生活を中心に学びなが

ら、なぜ市場掲載の仕組みがあるのか、機能、必要

性、個人や企業の経済活動における役割と責任などを

理解し、市場の働きと経済について関心を高める。

第4章 私たちの生活と経済(P115-166)

(ｱ) 身近な消費生活を中心に経済

活動の意義について理解すること

経済活動が一般的に人々が求める財やサービスを生産

し、これらを消費することで生活を成り立たせている

人間の活動であり、経済活動の意義とは、人間の生活

の維持・向上にあり、経済は生活のための手段である

ことを理解。

第1節 消費と経済8P115-127)

第2節 生産と労働(P128-141)

第3節 市場経済と金融(P142-149)

第4節 政府の役割と国民の福祉(P150-166)

外国人労働者の本格的な受け入れ 施設で利用者の世話をするインドネシア人の介護福祉士（写真）、外国人労働者の推

移(P137)【A-3多文化共生】【B-1相互依存】

日本企業の技術力とアイデアを世界に活かす SDGsを受け、JICAは「途上国の課題解決型ビジネス調査」を実施。採択さ

れた日本企業の取り組みの紹介（防蚊衣類生産・販売＝インドネシア、センナ栽培・加工品販売＝ミャンマー、大豆食品

バリューチェーン構築＝ブルキナファソ）(P140-141)【B-1相互依存】【C-4開発】

MOTTAINAI ケニアの元環境副大臣のワンガリ・マータイが広げた日本語(コラム、写真) (P161)【A-1文化理解】

海洋プラスチック問題(コラム、写真)(P164)【C-2環境】

・世界で日本企業の技術力やアイデアが活かされている事

例を調べてみよう

● 〇 ●

〇

● ●

(ｲ) 市場経済の基本的な考え方に

ついて理解すること。その際、市

場における価格の決まり方や資源

の配分について理解すること。

「個人や企業の経済活動が様々な条件の中で行われて

いることや、市場の取引が貨幣を通して行われている

ことを理解。

(ｳ) 現代の生産や金融などの仕組

みや働きを理解すること

家計と企業の関連に着目しながら、人々が求める財や

サービスを作り出す生産が、家計によって提供される

労働や資源の投入により企業を中心として行われるこ

とを理解。

(ｴ) 勤労の権利と義務、労働組合

の意義及び労働基準法の精神につ

いて理解すること

勤労が国民の権利であり義務であることや職業選択の

自由が保障されていることと関連付けて理解するとと

もに、正しい勤労観や職業観の基礎を培うことが必

要。

教科書記載事項 見方・考え方

●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つのトピックに何もつかない場合もあれば、複数つく

場合もある）

「見方・考え方」を働かせる「問い」または「学習活動」 教材

JICA関連記載 その他

国際協力・援

助

(2) 現代社会を捉える枠組み

対立と合意、効率と公正などに着目し

て、次の事項を身につけることができる

A 多文化社会 B グローバル社

会

C 地球的課題 D 未来への選択

A 私たちと現代社会

(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特

色

位置や空間的な広がり、推移や変化など

に着目して、課題を追及したり解決した

りする活動を通して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得

イ

 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

習

得

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲

巻頭

ア

 

知

識

の

習

得

B 私たちと経済

(1) 市場の働きと経済

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける

ア

 

知

識

の

習

得



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力

隊

その他

(ｱ) 個人や企業の経済活動におけ

る役割と責任について多面的・多

角的に考察し、表現すること

「起業についてふれるとともに、経済活動や起業など

を支える金融の働きについて取り扱うこと」を通して

多面的・多角的に考察し、表現できる。

(ｲ) 社会生活における職業の意義

と役割及び雇用と労働条件の改善

について多面的・多角的に考察

し、表現すること

「仕事と生活の調和という観点から労働保護立法につ

いても触れること」をとおし、多面的・多角的に考察

し、上限できるようにする。

国民の生活と福祉の向上を図ることに向けて、なぜす

べての経済活動を市場の働きだけに任せることができ

ないのか、国や地方自治体の役割、財政や租税の役割

など市場の働きに委ねることが難しい諸問題を理解す

る。

(ｱ) 社会資本の整備、公害の防止

などの環境保全、少子高齢社会に

おける社会保障の充実・安定化、

消費者の保護について、それらの

意義を理解する

社会資本が多くの経済活動を円滑に進めるために必要

な基礎的施設として、間接的に経済の発展に役立つこ

とを理解するとともに、福祉の向上を図るうえで生活

に関連した社会資本の充実が必要であることを理解。

(ｲ) 財政及び租税の意義、国民の

納税の義務について理解する

財政が社会資本の整備や外交、防衛などの公共財の提

供によって、持続可能な社会の形成に資することも念

頭に、人々の生活を保障する国民福祉の観点に立って

行われるべきであることを理解するとともに、国民生

活に大きな影響力をもつ財政を支える租税の意義や税

精度の基礎を理解する。

(ｱ) 市場の働きに委ねることが難

しい諸問題に関して、国や地方公

共団体が果たす役割について多面

的・多角的に考察、構想し、表現

する

社会資本の整備、環境保全、少子高齢化社会における

社会保障の充実・安定化、国や地方自治体に任せたほ

うが効率的な問題、市場の働きだけでは解決が難しい

問題について多面的・多角的に考察、表現する

(ｲ) 財政及び租税の役割について

多面的・多角的に考察し、表現す

る

財源の確保と配分という観点から、財政の現状や少子

高齢社会など現代社会の特色を踏まえて財政の持続可

能性と関連付けて考察、表現する

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、政治および法に関する様々な事象を捉える

問題の追及を通し、日本国憲法の基本的な考え方や我

が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていること

の意義について理解する

第2章 私たちの生活と政治(P35-74)

(ｱ) 人間の尊重についての考え方

を、基本的人権を中心に深め、法

の意義を理解する

民主主義は、個人の尊重あるいは個人の尊厳を基礎と

し、すべての国民の自由と平等が確保されて実現する

ものであることを理解を深める。

第1節 日本国憲法の基本原則(P36-53)

第2節 基本的人権の尊重(P54-74)

広島市の平和記念公園で演説するオバマ大統領（写真）(P48)【C-3平和】

ハイチ地震で医療活動を行う自衛隊員(写真) (P48)【B-1相互依存】

外国人差別（在日韓国・朝鮮人、中国人など）(P58)【A-3多文化共生】【C-1人権】

「ともに生きる」ためにできること(P60)【A-3多文化共生】【C-1人権】

外国人の社会権(P63)【A-3多文化共生】【C-1人権】

EU加盟国の外国人参政権(P65)【A-3多文化共生】【C-1人権】

イエメンの少年兵(P68)【C-1人権】【C-3平和】

中国政府のチベット統治に抗議する人々（フランス）(P68)【C-1人権】【C-3平和】

2014年にフィリピンを襲った台風の被災者を支援するユニセフの職員(P68)【B-1相互依存】

国際社会での人権（国際的な人権尊重の広がり、人権をめぐる国際的な問題）(P68)【C-1人権】

第8代高等弁務官の緒方貞子さん（写真）(P69)【C-1人権】【C-3平和】

世界の人権問題(P70-71)【C-1人権】【C-3平和】【D-1歴史認識】

国境をこえる人権問題にはどんなものがあるか。 ●

〇

〇

〇
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●

●

●

●
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〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

〇

〇

〇 ・ハイチ地震

で医療活動を

行う自衛隊員

(写真)

・2014年に

フィリピンを

襲った台風の

被災者を支援

するユニセフ

の職員

(ｲ) 民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切であ

ることを理解する

民主的な社会における法は国民生活の安定と福祉の向

上を目指し、このような「法に基づく政治」が民主政

治の原理となっていることを理解する。

(ｳ) 日本国憲法が基本的人権の尊

重、国民主権及び平和主義を基本

的原則としていることについて理

解する

「基本的人権の尊重」が日本国憲法の基本的原則と

なっていることについて、基本的人権の理念が、人類

の多年にわたる自由獲得の努力の成果であること、国

の政治や人々の社会生活を具体的に律する有効な指針

であることにより理解する。

(ｴ) 日本国及び日本国民統合の象

徴としての天皇の地位と天皇の国

事に関する行為について理解する

国民主権と関連させながら、天皇が日本国および日本

国民統合の象徴であること、内閣の助言と承認によっ

て行われる天皇の国事行為の特色について理解する。
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(ｱ) 我が国の政治が日本国憲法に

基づいて行われていることの意義

について多面的・多角的に考察

し、表現する

法の意義および法に基づく政治の理解をもとに、日本

国憲法が最高法規であることや、日本国憲法に基づく

政治によって民主的な政治が行われるということを理

解する。

法に基づく民主政治の基本となる考え方に関する理解

をもとに、民主政治の促進と公正な世論の形成や選挙

など国民の政治参加との関連について考察、表現す

る。

第3章 私たちの生活と政治(P75-114)

JICA関連記載 その他

国際協力・援

助
学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方 「見方・考え方」を働かせる「問い」または「学習活動」 教材

A 多文化社会 B グローバル社

会

C 地球的課題 D 未来への選択

(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原

則

対立と合意、効率と構成、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目して、次

の事項を身につける

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

(2) 民主政治と政治参加

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と

法の支配、民主主義などに着目し、次の

事項を身につける
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等
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(2) 国民の生活と政府の役割

対立と合意、効率と公正、分業と交換、

希少性などに着目して、次の事項を身に

つける

ア

 

知

識

の

習

得
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C 私たちと政治



1 文化

理解

2 文化

交流

3 多文

化共生

1 相互

依存

2 情報

化

1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史

認識

2 市民

意識

3 社会

参加

国際援助 専門家 青年海外協力

隊

その他

(ｱ) 国会を中心とする我が国の民

主政治の仕組みのあらましや政党

の役割を理解する

民主政治とそれを支える国民という観点から基本的事

項について理解できるようにする。

第1節 民主政治のしくみ(P76-87)

第2節 国の政治のしくみ(P88-104)

第3節 地方自治と住民(P105-114)

なし

(ｲ) 議会制民主主義の意義、多数

決の原理とその運用の在り方につ

いて理解する

国民の代表者によって構成される議会で国の基本的な

政策を決定する議会制民主主義が我が国の政治の原則

となっていること、議会制民主主義を守り発展させよ

うとする努力が必要なことを理解する。

(ｳ) 国民の権利を守り、社会の秩

序を維持するために、法に基づく

公正な裁判の保障があることにつ

いて理解する

法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ、

社会の秩序が維持されていること、そのために司法権

の独立と法による裁判が憲法で保障されていることを

理解する。

(ｴ) 地方自治の基本的な考え方に

ついて理解する。その際、地方公

共団体の政治の仕組み、住民の権

利や義務について理解する

住民自治を基本とする地方自治の考え方について理解

する。
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(ｱ) 民主政治の推進と、公正な世

論の形成や選挙など国民の政治参

加との関連について多面的・多角

的に考察、構想し、表現する

民主政治を推進するためには、公正な世論の形成や選

挙など国民の政治参加が必要になること、国民の意思

を国政や地方の政治に十分反映させることが必要であ

り、主体的に政治に参画することについて多面的・多

角的に考察、表現する。

現実の国際社会に関する理解を基に考察し、課題を追

求することを通して、世界の平和と人類の福祉の増大

のために熱意と協力の態度を育成する。

第5章 私たちと国際社会の課題(P167-202)

(ｲ) 地球環境、資源・エネル

ギー、貧困などの課題の解決のた

めに経済的、技術的な協力などが

大切なことを理解する

環境汚染や自然破壊が地域や国家の問題であるととも

に、地球規模の問題となり国際協力の重要性の高まり

のなかで我が国の貢献が期待されていること、有限で

ある資源・エネルギーが不足しており、省エネやリサ

イクルの必要性が求められていること、経済的な格差

が広がっているとともに人類の福祉の増大を図るため

にはODAをはじめとする我が国の国際貢献が大切であ

ることを理解する。
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(ｱ) 日本国憲法の平和主義を基

に、我が国の安全と防衛、国際貢

献を含む国際社会における我が国

の役割について多面的・多角的に

考察、構想し、表現する

戦争や地域紛争を防止し、世界平和を確立するための

熱意と協力の態度を育成するように指導し、人間の生

命の尊さ、平和の尊さを自覚できるようにすることに

向けて多面的・多角的に考察、表現する。

よりよい社会を築いていくためにはどうしたらよいの

かについて、持続可能な社会を形成するという観点か

ら、自分の考えを説明、論述しこれからの社会参画の

ための手掛かりを得る。

ア 私たちがよりよい社会を築い

ていくために解決すべき課題を多

面的・多角的に考察、構想し、自

分の考えを説明する

「身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ」

（内容の取扱い）るなどの工夫を行い，生徒自ら課題

を適切に設定できるようにすることが大切であり、こ

れらの点を踏まえた上で，よりよい社会の形成を視野

に，課題を探究し，その解決に向けて，多面的・多角

的に考察，構想した自分の考えの過程や結果を説明，

論述することを求めている

P203-209

・グラミン銀

行の活動には

日本のODAも

貢献

インドの地下

鉄整備支援、

アフガニスタ

ンの女性警察

官の育成事業

支援など

・世界の貧困

と飢餓をなく

すための国連

の専門機関、

国連食糧農業

機関（FAO）

・日本も農業

問題や飢餓人

口の問題を解

決するため資

金援助や技術

協力などを展

開している

・日本のODA

のうち、専門

家や青年海外

協力隊員の派

遣、技術協

力、研修員の

受け入れなど

を行う政府の

期間。青年海

外協力隊は今

まで90か国以

上の国々へ累

計で4万人以

上の隊員を派

遣してきまし

た。また、海

外で起こった

大災害には国

際緊急援助隊

を派遣してい

る。

・活動の様子

8写真）

・発足以来、

発展途上国を

中心に多くの

隊員を派遣

し、農業技術

や教育などの

援助を行い、

大きな成果を

あげている。

〇●

●

●

〇●

〇

〇

〇

〇

国際政治は国際協調の観点に基づいて国家間の対立の

克服が試みられていることを、「領土、国家主権、国

際連合の働きなど基本的な事項」を踏まえて理解す

る。

(ｱ) 世界平和の実現と人類の福祉

の増大のためには、国際協調の観

点から、国家間の相互の主権の尊

重と協力、各国民の相互理解と協

力及び国際連合をはじめとする国

際機構などの役割が大切であるこ

とを理解する。その際、領土（領

海、領空含む）、国家主権、国際

連合のはたらきなど基本的な事項

について理解する

●

●

●

●

〇

〇

〇

●

●

●

〇

〇

〇

●

●

〇

〇

〇

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

●〇〇

〇

・SDGs達成に向けて、国際社会はどのような取り組みをし

ているか、調べよう。

・貧困問題を解決するためにできることについて話し合

う。

・「経済の発展」「資源エネルギーの確保」「地球環境の

保全」の三つの課題をバランスを取りながら達成するには

どうしたい以下、話し合ってみよう。

・異文化理解を進めるために必要なことはどんなことか、

話し合ってみよう。

・国際社会で国家が主権を尊重し合うために、どのような

しくみがあるか調べてみよう

・青年海外協力隊員の活動について調べて、自分でできる

ことを考えて発表しよう

ダボス会議で共同議⾧を務める坂野晶さん(写真) (P167)【B-1相互依存】

国際社会の入り口 ミレニアム開発目標(MDGs)の例と達成状況(P168)【C-2環境】【C-4開発】

SDGsについて意見を交わす高校生たち（写真）(P170)【D-2市民意識】

日本の企業が開発途上国で生産、販売している簡易トイレ「SATO」(写真)(P170) 【C-2環境】

マイクロクレジット 貧しい人々の自立のための銀行（コラム）、村のグラミン銀行で返済手続きをする女性たち（バン

グラデシュ、写真）(P171)【B-1相互依存】【C-1人権】

日本のSDGsへの取り組み インドの地下鉄整備支援、アフガニスタンの女性警察官の育成事業など(P171)【B-1相互依

存】

貧困問題 学校に行けない子供たち(コラム、写真) 、食糧配給を待つ子供たち(ジンバブエ、写真) (P172)【C-1人権】

世界の貧困と飢餓をなくすための国連の専門機関、国連食糧農業機関（FAO）(P172)【B-1相互依存】【C-1人権】

さまざまな地球環境問題 地球温暖化、プラゴミによる海洋汚染 先進国が作り出す要因と開発途上国などに生じる要因

とか互いに関係しあっている(P174-177)【B-1相互依存】【C-2環境】

京都議定書、パリ協定の採択、私たちも「グローバルに考え、地域で行動する」取り組みに積極的に参加することが求め

られる(P175)【C-2環境】【D-2市民意識】

資源の枯渇、地球温暖化、3.11による世界各国の原子力発電のあり方への影響、再生エネルギーの活用 クリーンエネル

ギーの開発について国際協力を進め、積極的に取り組んでいかなければならない(P176)【C-2環境】

文化と宗教の多様性 UNESCOによる「文化の多様性に関する世界宣言」の採択、ハラル認証マークの付いた鶏肉製品

（写真）(P178)【A-3多文化共生】【A-1文化理解】

北朝鮮による日本人拉致問題、拉致問題と私たち(コラム) (P181-185)【C-1人権】【C-3平和】

領土・領海をめぐる問題 南沙諸島(写真)、クリミア半島、フォークランド紛争、北方領土(写真)、竹島(写真)、尖閣諸島

(写真) 、沖ノ鳥島(写真) (P187-189)【A-1文化理解】【C-3平和】【D-1歴史認識】

世界平和の実現に向けて アメリカ同時多発テロ（写真）、エジプト革命（写真）、国連本部で演説するマララさん（写

真）、核拡散防止条約（NPT）の締結、国際原子力機関（IAEA）による核兵器の監視(P190)【C-3平和】

ソマリア沖の海賊に対する警戒監視・船舶の護衛活動(写真)、国連平和維持活動(PKO)協力法の制定、国連平和維持軍

(PKF)に対する後方支援、自衛隊の派遣(P191)【B-1相互依存】【C-3平和】

国連のはたらき 仕組み(安保理、WHO、UNESCO)、南スーダンで給水活動を行う国連南スーダン派遣団の自衛隊(写

真)(P192) 【B-1相互依存】【C-3平和】【C-4開発】

国際社会での協調 地域の連帯（EU、NATO、NIES、ASEAN、APEC、TPP）、TPP協定図(P194-195)【B-1相互依存】

【C-4開発】

南北問題、南南問題(P195)【B-1相互依存】【C-1人権】【C-3平和】

国際社会での日本の役割 ODAによる国際貢献、JICA（国際協力機構）の説明(コラム)、青年海外協力隊の活動（写真）

ODAには資金援助だけでなく、国際協力機構（JICA）による技術指導・普及活動も含まれる(P197)【A-2文化交流】【B-1

相互依存】【C-3平和】【C-4開発】

国際社会のこれから 地域のSDGsの取り組み（横浜市、北海道下川町など）SDGs未来都市(コラム)(P200) 【C-2環境】

【C-4開発】【D-2市民意識】【D-3社会参加】

第1節 持続可能な社会をつくるために

(P168-179)

第2章 国際社会の中の日本(P180-203)

学習指導要領 学習指導要領解説 教科書対象範囲 教科書記載事項 見方・考え方 「見方・考え方」を働かせる「問い」または「学習活動」 教材

A 多文化社会 B グローバル社

会

C 地球的課題 D 未来への選択 JICA関連記載 その他

国際協力・援

助

(2) よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向け

て、社会的な見方・考え方を働かせ、課

題を探求する活動を通して、以下の事項

を身につける

ア

 

知

識

・

技

能

の

習

得

D 私たちと国際社会の諸問題

(1) 私たちと国際社会の諸問題

対立と合意、効率と公正、協調、持続可

能性などに着目して、次の事項を身につ

ける

ア

 

知

識

の

習

得


